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ボ
ン
基
本
法
に
お
U
る
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て

田

口

精

一

六匠四三二一
序
　
　
言

人
問
の
尊
嚴
に
關
す
る
宣
言
の
成
立

人
間
の
奪
嚴
の
観
念
と
侵
害

人
問
の
尊
嚴
と
生
存
の
保
瞳

人
間
の
尊
嚴
と
不
可
侵
請
求
椹

結
　
　
語

序

言

　
基
本
的
人
構
の
制
限
に
關
す
る
問
題
は
、
入
椹
と
公
共
の
編
祉
の
衝
突
と
し
て
、
は
げ
し
い
封
立
を
生
ぜ
し
め
て
い
る
が
、
周
知
の
よ
う
に
、

わ
が
國
で
は
公
共
の
鵬
祉
を
理
由
と
す
る
人
穫
の
制
限
に
つ
い
て
、
世
上
相
反
す
る
爾
極
端
の
見
方
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
第
一
億
、
基
本
的

人
槽
を
絶
謝
的
な
も
の
と
し
て
こ
れ
に
封
す
る
制
限
は
い
か
な
る
理
由
に
よ
つ
て
も
許
さ
れ
ず
、
も
し
公
共
の
編
祉
の
．
た
め
に
す
る
人
穫
の
制
限

を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
日
本
國
懸
法
の
人
機
の
保
障
は
有
名
無
實
の
も
の
に
な
つ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
封
し
て
は
基
本
的

　
　
　
　
ポ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
問
の
奪
鰻
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
七
　
　
　
ρ
一
八
八
三
）



　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
奪
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
八
　
　
　
（
一
八
八
四
）

人
穂
と
い
え
ど
も
公
共
の
幅
証
の
も
と
に
あ
り
、
こ
れ
が
必
要
の
た
め
に
人
穫
は
い
か
な
る
制
約
を
も
う
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
も
し
人

櫨
が
絶
封
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
無
責
任
な
穫
利
主
張
を
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
ず
無
政
府
朕
態
に
陥
つ
て
し
ま
う
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
こ
れ
ら
の
極
端
な
見
方
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
人
穫
と
公
共
の
編
祉
の
關
係
に
封
す
る
考
察
が
一
面
的
で
あ
つ
て
、
憲
法
理
論
の
上
に
お
い
て

も
、
ま
た
國
家
的
な
共
同
生
活
の
現
實
の
領
域
に
お
い
て
も
採
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
學
問
的
に
は
こ
の
爾
極
端
の
間
に
、
人
穫
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

公
共
の
顧
趾
の
調
和
を
實
現
し
よ
う
と
し
て
種
々
の
見
解
が
読
か
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
個
人
の
構
利
の
面
に
重
貼
を
お
く
か
、
公
共
の
藺
趾
の

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

側
忙
優
位
を
認
め
る
か
、
そ
の
傾
向
に
よ
つ
て
そ
れ
ぞ
れ
主
張
の
相
違
は
あ
る
と
し
て
も
、
結
局
は
、
人
椹
と
公
共
の
輻
祀
の
爾
者
に
存
在
意
義

を
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
人
椹
に
封
す
る
制
限
は
、
犯
罪
を
庭
罰
す
る
よ
う
な
事
後
に
お
こ
な
わ
れ
る
司
法
的
な
抑
制
の
場
合
に
限
り
、
人
穫
の
行
使
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す
る
事
前
の
行
政
的
な
制
約
は
許
さ
れ
な
い
と
か
、
祉
會
の
安
全
に
封
す
る
明
白
な
危
瞼
が
現
存
し
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ぱ
穫
利
自
由
に
封
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

る
取
締
は
許
容
さ
れ
な
い
と
か
、
ま
た
、
人
権
に
封
す
る
公
共
の
幅
祉
の
た
め
に
す
る
制
限
は
、
そ
の
可
能
性
を
憲
法
に
明
記
さ
れ
た
自
由
な
い

し
は
肚
會
構
の
部
分
に
つ
い
て
の
み
認
め
ら
れ
、
一
般
に
自
由
構
は
絶
封
で
あ
つ
て
、
こ
れ
に
封
す
る
制
限
は
許
さ
れ
ず
、
公
共
の
幅
祉
に
關
す

　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

る
日
本
國
憲
法
第
輔
二
條
第
＝
二
條
は
倫
理
的
な
訓
示
規
定
に
過
ぎ
な
い
と
か
、
さ
ら
に
人
穫
に
封
す
る
制
約
は
、
人
穫
行
使
の
方
法
態
様
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

分
に
止
め
る
ぺ
く
、
槽
利
自
由
そ
れ
自
饅
を
剥
奪
す
る
よ
う
な
、
人
権
の
本
質
を
否
定
す
る
制
限
は
許
さ
れ
な
い
等
、
人
構
の
制
約
に
關
す
る
限

界
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
見
解
は
、
基
本
的
人
槽
と
公
共
の
幅
趾
を
封
立
概
念
と
し
て
と
ら
え
、

繭
者
の
債
値
を
と
も
に
否
定
し
得
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
調
和
を
目
的
と
し
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
公
共
の
幅
証
の
観
念
が
、
漠
然

と
し
た
抽
象
的
な
不
確
定
概
念
で
あ
つ
て
、
多
義
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
こ
の
ほ
か
に
よ
り
具
髄
的
な
明
確
な
到
断
の
基
準
を
求
め
よ
う
と

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
よ
う
な
不
確
定
概
念
は
、
こ
れ
を
到
断
す
る
當
局
の
態
度
い
か
ん
に
よ
つ
て
ど
の
よ
う
に
で
も
左
右
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

れ
う
る
と
い
う
不
安
に
よ
り
、
特
に
行
政
櫨
に
封
す
る
こ
の
黙
の
不
信
の
念
か
ら
、
公
共
の
幅
祉
を
理
由
と
す
る
人
権
に
劃
す
る
制
限
を
で
き
る



だ
け
抑
制
し
よ
う
と
し
て
、
公
共
の
旙
趾
の
観
念
を
分
析
し
た
結
果
得
ら
れ
た
結
論
だ
つ
た
の
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
基
本
的
人
穫
に
最
商
の
慣
値
を
認
め
、
こ
れ
が
制
約
の
理
由
と
な
る
公
共
の
幅
祉
の
概
念
を
嚴
格
に
解
し
、
人
権
に
封
す
る
制
約
を

必
要
最
少
限
度
の
も
の
に
止
め
よ
う
と
す
る
右
の
諸
學
読
は
、
い
ず
れ
も
人
構
尊
重
の
日
本
國
憲
法
の
精
紳
に
忠
實
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
し
か
し
公
共
の
薦
祉
と
基
本
的
人
穫
は
果
し
て
封
立
概
念
で
あ
つ
て
、
そ
の
慣
値
を
相
互
に
否
定
し
あ
う
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う

か
、
人
櫨
の
制
限
を
や
む
を
得
な
い
必
要
た
ら
し
め
る
公
共
の
幅
祉
は
、
反
人
構
的
な
も
の
と
し
て
常
に
疑
惑
の
目
を
も
つ
て
見
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
の
か
、
人
穫
と
公
盆
の
衝
突
に
か
ん
が
み
、
こ
の
鮎
に
つ
い
て
特
に
反
省
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
確
か
に
憲
法
上
の
剣
断
に
封
し
て
、
個
人
主
義
自
由
主
義
等
の
政
治
思
想
や
專
制
政
治
か
ら
の
個
人
の
解
放
或
は
支
配
階
級
と
の
闘
争
等
の
政

治
的
現
實
が
、
無
覗
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
影
響
を
お
よ
ぼ
し
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
政
治
的
な
要
因
が
そ
の
ま
ま
生
の
姿
で
法
理
論
を

構
成
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
右
の
よ
う
な
影
響
を
う
け
た
憲
法
に
關
す
る
法
理
論
の
観
黙
か
ら
み
れ
ば
、
個
人
尊
重
の
思

想
に
も
と
づ
き
こ
れ
に
基
本
的
人
権
の
成
立
を
承
認
す
る
こ
と
は
當
然
の
結
論
と
な
ろ
う
が
、
こ
れ
に
關
す
る
人
樺
理
論
は
、
法
秩
序
の
存
立
の

場
で
あ
る
國
家
共
同
肚
會
の
基
盤
か
ら
は
な
れ
て
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
だ
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
人
穫
の
確
立
奪
重
が
軍
な
る
政
治
的
宣
言
に
止

ま
ら
ず
、
人
間
の
共
同
生
活
の
な
か
に
お
け
る
法
的
債
値
の
實
現
お
よ
び
保
障
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
公
共
の
鵬
祉
と
い
う
言

葉
で
表
現
さ
れ
る
共
同
肚
會
全
饅
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
債
値
も
、
人
穫
の
行
使
を
通
し
て
實
現
さ
れ
る
個
人
の
奪
重
に
伸
う
贋
値
も
、
窮
極
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

、
お
い
て
は
統
合
さ
れ
る
可
能
性
を
有
す
る
法
の
債
値
の
源
泉
を
同
じ
く
す
る
法
盆
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
き
の
諸

學
読
が
極
端
な
見
方
を
排
除
し
て
、
人
梅
と
公
共
の
幅
祉
の
調
和
を
達
成
す
る
た
め
の
論
理
を
展
開
さ
せ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
實
現
の
可
能
性

を
確
信
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
公
共
の
旙
祉
を
狭
く
解
し
個
人
の
椹
利
自
由
の
絶
封
的
な
奪
重
を
張
く
主
張
す
る
立
場
も
、
一
般
大
衆
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
．

利
盆
を
支
配
者
の
槽
力
か
ら
擁
護
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
そ
の
最
高
の
利
盆
と
は
一
般
大
衆
の
も
の
で
あ
つ
て
、
特
定
人
特
定

階
級
の
獅
占
す
る
利
盆
を
目
指
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
あ
く
ま
で
も
個
入
の
生
來
の
奪
嚴
の
償
値
と
肚
禽
公
共
の
面
か
ら
把
握
さ

　
　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚇
六
九
　
　
　
（
一
八
八
霊
）



　
　
　
　
ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇
　
　
　
（
一
八
八
六
）

れ
た
冠
會
の
法
盆
と
し
て
の
贋
値
と
を
、
共
同
冠
會
の
構
成
員
で
あ
る
一
般
大
衆
の
禧
祉
を
通
し
て
確
保
し
櫓
進
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
基
本
的
人
穫
と
公
共
の
編
祉
を
ま
ず
封
立
概
念
と
し
て
と
ら
え
、
こ
の
よ
う
な
観
黙
か
ら

考
察
を
す
す
め
る
こ
と
が
、
果
し
て
適
嘗
な
方
法
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
公
共
の
旙
祉
を
人
槽
制
限
に
關
す
る
外
部
か
ら
の

制
約
の
法
的
根
擦
と
し
て
分
析
す
れ
ば
す
る
程
、
爾
者
の
封
立
は
露
骨
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
調
整
を
目
的
と
す
る
努
力
は
、
ま
つ
た
く
逆
の
結

果
に
も
な
り
か
ね
な
い
。

　
そ
こ
で
爾
者
を
封
立
し
た
矛
盾
概
念
と
考
え
ず
に
、
實
定
憲
法
の
存
立
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
法
的
最
高
慣
値
が
、
個
人
の
利
盆
を
通
し
て
具

饅
化
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
基
本
的
人
権
が
成
立
し
、
さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
人
権
の
主
髄
で
あ
る
一
般
大
衆
の
共
同
の
利
盆
と
し
て
實
現
さ
れ
る
と
こ

ろ
に
公
共
の
旙
祉
の
概
念
が
成
立
す
る
と
み
る
な
ら
ぱ
、
共
同
肚
會
の
構
成
の
軍
位
で
あ
る
人
聞
の
贋
値
お
よ
び
そ
の
尊
重
の
面
か
ら
考
察
を
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
患
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
西
ド
イ
ッ
の
ボ
ソ
基
本
法
は
、
冒
頭
に
人
間
の
奪
嚴
の
不
可
侵
を
宣
冒
し
て
い
る
が
、
こ
の
憲

法
原
理
が
ど
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
、
基
本
構
の
饅
系
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し
て
い
る
か
を
研
究
す
る
こ
と
が
、
日
本
國
憲
法
に
お
け
る
以
轟
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

う
な
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
一
つ
の
指
針
を
提
供
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
人
間
の
奪
嚴
と
い
い
個
人
の
尊
重
と
い
い
雨
憲
法
の

文
言
の
類
似
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
憲
法
の
思
想
的
な
基
盤
特
に
個
人
主
義
自
由
主
義
の
現
代
的
な
襲
展
に
お
い
て
、
ボ
ン
基
本

法
に
は
日
本
國
憲
法
と
多
く
の
共
通
し
た
要
素
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
人
間
の
奪
嚴
に
關
す
る
ボ
ン
基
本
法
の
根
本
原
理
に
つ
い

て
の
解
詮
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
鵜
飼
信
成
・
憲
法
（
岩
波
全
書
）
昭
三
一
・
七
二
ー
七
六
頁
、
詳
細
に
は
同
・
基
本
的
人
穫
と
公
共
の
煽
鮭
（
鵜
飼
編
・
憲
法
行
政
法
論
集
・
昭
三
霊
）
・

　
　
八
八
ー
九
二
頁
参
照
。
鵜
飼
説
は
必
ず
し
も
人
穫
を
無
條
件
に
紹
封
化
し
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
濫
用
等
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
た
だ
公

　
　
共
の
鵬
証
と
い
う
理
由
の
み
で
は
制
限
し
得
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
い
か
な
る
理
由
に
よ
る
と
も
人
椹
の
制
限
は
許
さ
れ
な
い
と
す
る
見
解
は
、
ま
ず
學

　
　
説
と
し
て
は
見
當
ら
な
い
。
こ
の
ほ
か
に
、
人
権
の
制
限
を
で
き
る
だ
け
許
さ
れ
な
い
も
の
と
す
る
見
解
と
し
て
は
、
鈴
木
安
藏
・
憲
法
學
原
論
・
昭
道
一
・
二

　
　
五
九
ー
二
六
四
頁
、
同
・
基
本
的
人
穫
と
公
共
の
編
祉
（
末
川
博
編
・
基
本
的
人
椹
と
公
共
の
雇
祉
・
昭
三
二
）
一
一
三
頁
以
下
、
長
谷
川
正
安
・
基
本
的
人
樫



　
と
公
共
の
編
祉
理
論
（
末
川
前
掲
）
一
六
二
ー
一
六
七
頁
等
が
あ
る
。
基
本
的
人
穫
の
制
限
は
、
内
在
的
な
制
約
の
限
度
に
止
め
る
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
と
す
る
も

　
の
と
し
て
、
田
中
二
郎
・
基
本
的
人
椹
の
保
障
（
末
川
前
掲
）
五
九
頁
、
法
學
協
會
・
註
解
日
本
國
憲
法
上
③
・
昭
二
九
・
二
九
四
－
二
九
六
頁
滲
照
。

（
2
）
　
學
説
と
し
て
は
、
基
本
的
人
穫
に
封
す
る
公
共
の
幅
証
の
た
め
に
す
る
制
限
を
認
め
る
も
の
が
多
い
。
無
條
件
に
こ
れ
を
認
め
る
も
の
と
し
て
、
柳
瀬
良
幹
．

　
基
本
的
人
椹
と
公
共
の
薦
祉
（
末
川
前
揚
）
二
〇
八
頁
、
佐
々
木
惣
一
・
日
本
國
憲
法
論
・
昭
二
九
ニ
ニ
九
九
－
四
〇
〇
頁
、
四
〇
三
頁
、
尾
高
朝
雄
．
學
問
の

　
自
由
（
國
家
學
會
六
三
巻
）
四
三
四
ー
四
三
匠
頁
、
中
谷
敬
壽
・
公
共
の
幅
融
に
つ
い
て
（
公
法
研
究
四
號
）
一
六
－
一
八
頁
、
淺
井
清
・
憲
法
（
慶
大
通
信
敷

　
育
教
材
）
七
二
頁
、
渡
邊
宗
太
郎
・
日
本
國
憲
法
要
論
・
昭
三
二
・
一
〇
四
ー
一
〇
六
頁
、
佐
藤
達
夫
・
憲
法
講
話
・
昭
三
四
二
一
…
ー
露
五
頁
等
が
あ
る
。
公

　
共
の
漏
証
に
よ
る
制
限
を
認
め
る
と
し
て
も
、
こ
れ
に
限
度
を
考
え
る
も
の
と
し
て
、
田
上
穣
治
・
憲
法
原
論
・
昭
三
三
・
一
二
四
ー
一
二
六
頁
、
同
・
憲
法
概

　
説
・
昭
一
一
三
・
一
〇
四
ー
一
一
〇
頁
、
宮
澤
俊
義
・
憲
法
亙
・
昭
三
四
ニ
ヨ
一
二
ー
一
三
三
頁
、
美
濃
部
蓮
吉
・
日
本
國
憲
法
原
論
・
昭
二
九
・
一
六
六
頁
、
一

　
七
二
頁
、
佐
藤
功
・
日
本
國
憲
法
概
読
・
昭
三
四
・
一
〇
九
－
一
一
二
頁
、
溝
宮
四
郎
・
憲
法
要
論
・
昭
二
九
・
七
二
ー
七
五
頁
、
橋
本
公
亘
・
憲
法
原
論
．
昭

　
三
四
・
一
四
八
i
一
匠
四
頁
、
水
木
惣
太
郎
・
基
本
的
人
穫
・
昭
三
四
・
三
五
九
－
三
六
〇
頁
、
和
田
英
夫
・
憲
法
髄
系
・
昭
三
四
・
一
一
一
－
一
一
二
頁
、
田

　
畑
怨
・
憲
法
學
原
論
・
昭
三
二
・
四
〇
七
！
四
〇
八
頁
、
稻
田
正
次
・
憲
法
提
要
・
昭
三
三
・
一
一
二
ー
一
二
四
頁
、
小
島
和
司
（
清
宮
編
・
憲
法
演
習
講
座
・

　
昭
三
四
）
九
八
ー
九
九
頁
等
が
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
自
然
穫
的
基
本
穫
を
絶
封
的
な
も
の
と
し
、
肚
會
権
に
つ
い
て
は
公
共
の
福
祉
に
よ
る
制
限
を
認
め
る
も
の

　
と
し
て
、
兼
子
一
・
基
本
的
人
椹
と
公
共
の
魑
祉
（
末
川
前
掲
）
四
二
ー
四
四
頁
、
ま
た
公
共
の
福
祉
の
観
念
を
詳
細
に
分
析
し
て
取
締
の
限
界
を
と
き
、
死
刑

　
の
蓮
憲
性
を
主
張
す
る
も
の
と
し
て
、
木
村
魑
二
・
法
の
理
念
と
し
て
の
公
共
の
幅
祉
（
末
川
前
掲
）
六
九
頁
以
下
滲
照
。

（
3
）
　
法
協
・
註
解
・
二
九
六
頁
、
田
中
（
末
川
前
掲
）
五
四
頁
、
事
前
抑
制
の
禁
止
の
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
正
巳
・
言
論
出
版
の
自
由
・
昭
三
四
・

　
八
九
頁
以
下
参
照
。

（
4
）
　
こ
の
原
理
は
特
に
表
現
の
自
由
に
つ
い
て
主
張
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
宮
澤
・
前
掲
三
六
一
頁
、
橋
本
・
前
揚
二
〇
二
－
二
〇
四
頁
、
佐
藤
功
・
前
掲
一
一

　
〇
頁
、
和
田
・
前
掲
一
一
二
頁
、
稻
田
・
前
編
一
四
六
頁
、
小
島
・
演
脅
・
一
四
四
頁
、
こ
の
ほ
か
、
こ
れ
に
關
す
る
論
丈
と
し
て
は
、
久
保
田
き
ぬ
子
・
「
明

　
白
且
つ
現
在
の
危
瞼
」
の
原
則
小
論
（
國
家
學
會
七
〇
巻
）
三
四
五
頁
以
下
、
清
水
睦
・
「
明
白
に
し
て
現
在
の
危
瞼
」
原
則
の
遙
用
に
つ
い
て
（
法
學
新
報
六
六

　
巻
V
＝
＝
一
三
頁
以
下
、
同
・
（
公
法
硯
究
二
二
號
）
＝
二
七
頁
以
下
、
な
お
詳
細
な
班
究
と
し
て
は
伊
藤
正
巳
・
前
掲
第
七
章
一
二
三
頁
以
下
滲
照
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

廉
子
・
前
揚
三
四
－
四
二
頁
、
四
二
－
四
四
頁
参
照
。

橋
本
・
前
揚
一
五
三
頁
、
法
協
・
註
解
・
二
九
六
頁
、
木
村
（
末
川
前
掲
）
七
二
ー
七
四
頁
、
田
中
（
末
川
前
掲
）
五
四
頁
、
．
五
九
頁
滲
照
。

法
協
・
前
揚
二
九
六
頁
、
田
中
（
末
川
前
掲
）
六
〇
頁
参
照
。

清
宮
・
前
掲
七
四
ー
七
五
頁
、
渡
邊
・
前
掲
一
〇
五
頁
、
田
畑
・
前
揚
四
〇
七
頁
等
は
、
公
共
の
雇
証
と
人
椹
と
は
一
艘
を
な
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

ぷ
ソ
塞
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
っ
い
て

一
七
一

（
一
八
八
七
）



　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
奪
厳
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

（
9
）
　
鈴
木
く
末
川
前
掲
）
一
四
〇
頁
参
照
。

（
1
0
）
　
日
本
國
憲
法
の
考
察
に
つ
い
て
、
西
ド
イ
艶
の
ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
を
参
考
と
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、

　
九
三
頁
、
九
五
頁
、
同
・
抵
抗
椹
論
（
法
學
新
報
六
五
巻
）
一
九
六
頁
、
二
〇
五
ー
二
〇
九
頁
、
二
一
五
ー
二
二
二
頁
参
照
。

（
一
八
八
八
）

橋
本
・
前
掲
五
七
頁
、
九
二
ー

二
　
人
間
の
奪
嚴
に
關
す
る
宣
言
の
成
立

　
日
本
國
憲
法
は
、
第
コ
ニ
條
前
段
に
「
個
人
の
奪
重
」
を
宣
言
し
、
第
二
四
條
第
二
項
に
は
婚
姻
お
よ
び
家
庭
生
活
に
お
け
る
「
個
人
の
尊

嚴
」
．
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
主
旨
は
、
憲
法
の
準
擦
す
る
思
想
的
な
基
盤
と
し
て
個
人
主
義
を
承
認
し
た
こ
と
を
意
味
し
、
人
間
肚
會
の
す

べ
て
の
便
値
が
、
個
人
の
奪
嚴
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
奪
重
す
る
こ
と
が
憲
法
の
存
立
の
基
礎
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
表

わ
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
ボ
ソ
基
本
法
第
輔
條
第
一
項
第
一
段
が
、
人
間
の
奪
嚴
の
不
可
侵
を
規
定
し
、
第
二
項
が
人
権
を
し
て

あ
ら
ゆ
る
人
間
共
同
杜
會
、
李
和
お
よ
び
正
義
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
の
は
、
日
本
國
憲
法
と
そ
の
主
旨
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
人
間
の
尊
嚴
は
、
内
容
の
豊
富
な
債
値
概
念
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
具
醒
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
種
々
の
も
の
が

考
え
ら
れ
、
特
に
こ
れ
が
各
人
に
封
し
て
権
利
を
認
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
箪
な
る
法
原
理
の
宣
言
に
止
ま
る
も
の
か
、
論
議
の
あ
る
と
こ
ろ
で

　
　
（
3
）

あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
到
断
す
る
た
め
に
は
、
第
一
條
第
一
項
の
條
丈
の
解
繹
の
ほ
か
に
そ
の
制
定
の
過
程
に
お
い
て
し
め
さ
れ
た
制
定
者

達
の
見
解
お
よ
び
そ
の
後
の
理
論
的
な
攣
化
を
も
み
る
必
要
が
あ
る
。

　
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
が
、
経
濟
生
活
の
原
理
を
定
め
た
第
一
五
一
條
の
第
一
項
に
、
こ
の
表
現
を
使
用
し
て

　
　
　
　
　
　
（
4
）

い
た
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
す
ぺ
て
の
國
家
穫
力
を
拘
束
す
る
原
理
と
し
て
は
、
一
九
四
六
年
二
一
月
の
バ
イ
エ
ル
ン
州
憲
法
（
バ
州
憲
法
）
第
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

○
○
條
が
、
人
間
の
人
格
の
奪
嚴
は
立
法
行
政
司
法
に
お
い
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
の
主
旨
は
、
他
の
諸
州
の

憲
法
の
制
定
に
も
影
響
を
お
よ
擢
し
、
殆
ん
ど
こ
れ
と
同
じ
表
現
や
文
言
を
も
つ
て
、
人
間
の
奪
嚴
が
、
多
く
の
州
の
憲
法
の
な
か
に
宣
言
さ
れ



　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

て
い
る
が
、
特
に
ボ
ソ
基
本
法
の
も
と
に
な
つ
た
一
九
四
八
年
の
ヘ
レ
ソ
キ
ー
ム
ゼ
ー
草
案
（
へ
草
案
）
の
第
一
條
は
、
右
の
バ
州
憲
法
の
表
現
を

う
け
つ
ぎ
、
そ
の
第
二
項
に
、
人
間
の
人
格
の
尊
嚴
の
不
可
侵
を
規
定
し
、
ま
た
國
際
蓮
合
の
世
界
人
構
宣
言
が
．
そ
の
前
文
お
よ
び
第
一
條
の

冒
頭
に
人
間
の
尊
嚴
を
表
明
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
國
際
的
な
傾
向
に
よ
る
影
響
と
と
も
に
右
の
パ
州
憲
法
第
一
〇
〇
條
の
規
定
が
、
ボ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ン
基
本
法
の
第
輔
條
第
一
項
の
制
定
に
あ
た
つ
て
そ
の
模
範
と
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
右
第
一
〇
〇
條
は
、
バ
イ
エ
ル
ソ
州
憲

法
裁
到
所
の
到
例
に
よ
れ
ば
、
積
極
的
に
拘
束
力
を
有
す
る
法
原
理
で
あ
り
、
し
か
も
一
般
的
に
公
権
お
よ
び
憲
法
裁
到
所
に
お
い
て
救
濟
を
求

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
意
味
で
の
憲
法
上
の
す
べ
て
の
穫
利
を
、
直
接
に
根
擦
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
、
さ
ら
に
人
格
の
主
饅
と
し

て
の
人
間
は
、
最
高
不
可
侵
の
精
紳
的
倫
理
的
な
債
値
の
主
饅
で
あ
り
、
そ
の
奪
嚴
に
つ
い
て
は
、
當
然
に
人
間
固
有
の
尊
重
お
よ
び
保
障
に
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
P
）

す
る
請
求
権
が
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
人
間
の
尊
嚴
の
宣
言
を
も
つ
て
重
要
な
基
本
穫
を
直
接
に
根
擦
づ
け
る
と

み
ら
れ
て
い
た
バ
州
憲
法
の
規
定
と
同
じ
よ
う
な
文
言
が
、
へ
草
案
に
加
え
ら
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
し
て
ボ
ソ
基
本
法
制
定
に
關
す
る
憲
法
會
議

の
審
議
が
お
こ
な
わ
れ
て
現
在
の
條
文
が
作
ら
れ
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
バ
州
憲
法
第
一
〇
〇
條
に
つ
い
て
の
右
の
よ
う
な
見
解
が
、
ボ
ソ
基
本

法
に
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
は
営
然
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
憲
法
會
議
は
、
へ
草
案
の
第
一
條
を
そ
の
ま
ま
承
認
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
特
に
原
則
問
題
委
員
會
の
審
議
に
お
い
て
、
議
員
達
の

多
く
の
提
案
を
考
慮
に
い
れ
、
現
在
の
條
文
の
よ
う
な
、
へ
草
案
と
は
ま
つ
た
く
別
の
表
現
を
と
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
こ
れ
と
右
の
へ
草
案
お

よ
び
バ
州
憲
法
の
條
文
と
を
比
較
し
、
裳
た
審
議
に
お
け
る
多
く
の
議
員
の
提
案
理
由
を
み
る
な
ら
ば
、
へ
草
案
お
よ
び
べ
州
憲
法
の
主
旨
は
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

さ
に
現
在
の
ボ
ソ
基
本
法
第
一
條
に
う
け
つ
が
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
へ
草
案
お
よ
び
パ
州
そ
の
他
の

人
間
の
尊
嚴
に
關
す
る
條
項
を
有
す
る
各
州
の
憲
法
さ
ら
に
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
な
い
し
は
世
界
人
櫨
宣
言
等
を
資
料
と
し
て
、
ボ
ソ
基
本
法
第
一

傑
に
關
す
る
審
議
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
原
則
間
題
委
員
會
（
2
器
昌
葛
｛
牙
評
目
留
魯
鑑
β
囎
β
）
の
會
議
に
お
い
て
、
そ
の
下
級

委
員
會
で
あ
る
編
輯
委
員
會
よ
り
、
入
間
の
尊
嚴
が
人
間
固
有
の
永
遠
の
穫
利
で
あ
り
、
超
憲
法
的
超
國
家
的
な
自
然
法
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ

　
　
　
　
ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三
　
　
　
（
一
八
八
九
）



　
　
　
ボ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
巌
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四
　
　
　
（
一
八
九
〇
）

る
こ
と
を
審
す
べ
き
麹
麓
出
さ
れ
た
・
こ
れ
蜀
し
て
舞
的
金
場
に
た
つ
シ
『
ツ
ト
盤
お
よ
緊
イ
ス
翫
か
ら
別
の
表
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
務
）

式
が
提
案
さ
れ
、
こ
れ
ら
に
封
す
る
考
慮
に
も
と
づ
い
て
原
則
問
題
委
員
會
の
案
文
が
議
決
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
に
は
な
お
ト
マ
教
授
か
ら
批

翔
ボ
あ
り
、
特
に
國
家
に
封
し
て
尊
重
お
よ
び
保
障
義
務
を
お
わ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
強
調
さ
れ
た
。
憲
法
會
議
の
一
般
編
輯
委
鳥
饒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
露
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

は
、
こ
の
批
鋼
に
も
と
づ
く
マ
ソ
ゴ
ル
ト
議
長
の
追
補
提
案
、
さ
ら
に
同
じ
く
世
界
人
構
宣
言
の
表
現
を
参
考
に
す
べ
き
こ
と
の
提
案
お
よ
び
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
溢
）

則
問
題
委
員
會
の
決
定
し
た
第
二
項
第
三
項
の
表
現
様
式
等
を
も
と
に
し
て
、
ほ
と
ん
ど
現
行
基
本
法
第
一
條
の
主
旨
を
確
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
圏
）

し
か
し
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
原
則
問
題
委
員
會
お
よ
び
主
要
委
員
會
の
審
議
に
お
い
て
、
な
お
多
く
の
修
正
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
結
局

一
般
編
輯
委
員
會
は
、
第
司
條
第
一
項
の
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て
は
、
さ
き
の
文
章
を
決
定
し
、
こ
れ
が
本
會
議
の
議
決
を
経
て
現
在
の
條
文
と

　
　
（
留
）

な
つ
た
。
こ
れ
に
到
る
ま
で
の
原
則
問
題
委
員
會
・
一
般
編
輯
委
員
會
・
主
要
委
員
會
等
の
審
議
過
程
か
ら
み
て
、
こ
の
制
定
に
關
與
し
た
議
員

達
は
、
こ
の
第
一
條
に
よ
つ
て
、
次
の
三
黙
を
實
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
第
一
に
自
然
法
的
な
恩
想
を
根
擦
に

　
　
　
（
別
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
笏
）

す
る
こ
と
、
第
二
に
國
家
と
國
民
の
間
だ
け
で
は
な
く
私
人
間
の
關
係
に
も
こ
の
條
文
の
拘
束
力
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
第
三
に
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

奪
嚴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
奪
重
保
障
に
關
す
る
國
家
の
義
務
を
確
立
す
る
こ
と
等
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
よ
う
な
主
張
に
封
し
て
は
、
反
封
が

あ
つ
た
。
特
に
自
然
法
的
な
内
容
の
實
定
法
に
よ
る
叢
一
的
な
決
定
に
つ
い
て
、
ま
た
人
闇
の
奪
嚴
と
い
う
哲
學
的
な
内
容
の
實
定
法
に
よ
る
宣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
即
）

言
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
の
事
項
が
實
定
法
に
よ
つ
て
規
定
す
る
に
適
し
な
い
も
の
で
あ
る
と
の
有
力
な
批
到
が
あ
つ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
ボ

ソ
墓
本
法
の
制
定
に
お
け
る
制
定
者
達
の
共
通
な
目
的
は
、
こ
の
よ
う
な
人
間
の
奪
嚴
の
宣
言
を
通
し
て
憲
法
以
上
の
人
椹
を
確
立
し
よ
う
と
す

る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
こ
と
は
、
右
の
よ
う
な
制
定
事
情
か
ら
十
分
に
こ
れ
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
、
ボ
ソ
基
本
法
第
一
條
第
一
項
の
解
繹
と
し
て
は
、
制
定
者
達
の
右
の
よ
う
な
意
恩
に
も
拘
ら
ず
、
こ
れ
を
直
接
に
基
本
椹
を
根
擦
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
盤
）

づ
け
る
規
定
と
は
考
え
ず
に
、
憲
法
上
の
最
高
の
咽
般
原
理
を
規
定
す
る
に
止
ま
る
と
い
う
見
解
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
見
方
の
と
ら
れ

る
に
到
つ
た
理
由
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
さ
き
の
パ
イ
ェ
ル
ン
州
憲
法
裁
到
所
の
劃
例
が
、
人
間
の
尊
嚴
に
野
す
る
侵
害
を
憲
法
裁
鋼
所
に
お



い
て
孚
い
う
る
要
件
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
侵
害
が
利
害
關
係
人
自
鯉
に
封
す
る
影
響
を
こ
え
て
、
さ
ら
に
抽
象
的
一
般
的
な
人
間
性
そ
れ
自
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
、

の
尊
嚴
に
封
す
る
侵
害
と
な
る
よ
う
な
場
合
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
到
示
し
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
と
な
つ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
こ

の
到
示
の
目
的
は
、
入
間
の
尊
嚴
に
封
す
る
輕
微
な
侵
害
を
憲
法
裁
到
手
績
に
よ
る
救
濟
の
必
要
の
な
い
も
の
と
し
て
憲
法
訴
願
の
許
さ
れ
る
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鋤
）

園
か
ら
排
除
し
、
．
憲
法
裁
劃
制
度
の
本
來
の
主
旨
か
ら
こ
の
よ
う
な
重
要
で
な
い
憲
法
訴
願
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
つ
た
が
、
こ
の

た
め
に
人
間
の
奪
嚴
に
よ
つ
て
直
接
に
塞
本
櫨
の
成
立
を
根
擦
づ
け
よ
う
と
し
た
バ
州
憲
法
第
一
〇
〇
傑
ぱ
、
そ
の
實
際
の
蓮
用
に
お
い
て
は
、

右
の
到
示
の
よ
う
に
制
定
者
の
主
親
的
な
意
思
を
離
れ
て
、
あ
く
ま
で
も
客
観
的
な
最
高
の
憲
法
原
理
を
示
す
に
止
ま
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ

る
に
到
焦
蝿
か
ら
で
あ
り
・
こ
の
よ
う
な
バ
州
憲
法
の
解
繹
の
攣
化
が
ボ
ソ
基
本
法
第
一
條
第
凶
項
の
人
間
の
奪
嚴
の
鋼
断
に
も
影
響
窟
あ
た
え

た
わ
け
で
あ
る
。
次
に
第
二
の
理
由
と
し
て
、
同
條
第
二
項
お
よ
び
第
三
項
の
「
そ
の
た
め
に
（
盆
崔
日
）
」
お
よ
び
「
以
下
の
基
本
権
（
臣
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
麗
）

”
馨
寓
o
碍
o
且
露
Ω
崔
脅
8
騨
o
）
」
と
い
う
用
語
の
解
麗
か
ら
、
人
構
お
よ
び
基
本
構
は
、
第
一
條
第
二
項
な
い
し
は
第
二
條
以
下
の
各
基
本
穫

に
闘
す
る
條
文
に
よ
つ
て
初
め
て
根
擦
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
先
行
す
る
第
一
條
第
一
項
は
、
ボ
ン
基
本
法
の
冒
頭
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

い
て
憲
法
の
最
高
原
理
を
宣
言
す
る
の
で
あ
つ
て
、
決
し
て
基
本
槽
を
直
接
に
根
接
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に

第
七
九
條
第
三
項
が
改
正
を
詐
さ
な
い
不
攣
條
項
と
し
て
あ
げ
た
な
か
に
、
第
一
條
の
基
本
原
理
と
表
現
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
第
一
條

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
出
）

第
一
項
が
憲
法
原
理
に
關
す
る
規
定
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
に
到
つ
た
。

　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
形
式
的
な
解
羅
を
排
除
し
、
ボ
ン
基
本
法
制
定
の
精
紳
を
う
け
つ
い
で
、
こ
れ
が
基
本
槽
の
直
接
の
根
擦
と
な
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
（
鵠
）

強
く
主
張
す
る
見
解
を
無
覗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
す
で
に
ク
ラ
イ
ン
は
、
第
二
條
第
一
項
の
人
格
の
自
由
な
襲
展
と
緒
合
t
て
、
こ
の
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

の
鉾
嚴
の
宣
言
が
、
實
質
的
な
主
要
な
基
本
権
（
舅
暮
畳
毘
霧
踏
印
唇
酔
宥
毒
脅
8
詳
）
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
と
読
朋
し
て
い
た
が
、
彼
が
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
翫
）

の
後
見
解
を
改
め
て
、
第
一
條
第
一
項
は
基
本
構
を
認
め
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
ニ
ヅ
パ
ー
ダ
イ
は
こ
の
主
要
な
基
本
穫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

の
観
念
を
そ
の
ま
ま
認
め
、
私
法
上
の
人
格
櫨
を
も
ふ
く
め
て
廣
く
公
権
私
権
の
成
立
の
根
擦
を
こ
れ
に
求
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
生
存
の

　
　
　
　
承
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
奪
巌
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五
　
　
　
（
一
八
九
一
）



　
　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
尊
蕨
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六
　
　
　
（
一
八
九
二
）

保
障
と
の
關
係
に
お
い
て
特
に
肚
會
的
法
治
國
家
の
原
理
と
結
合
せ
し
め
つ
つ
、
ハ
1
マ
ソ
は
こ
れ
か
ら
生
活
保
障
の
請
求
槽
を
根
擦
づ
け
よ
う

　
　
（
3
9
）

と
す
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
人
間
の
尊
嚴
に
闘
す
る
宣
言
の
み
で
は
、
直
ち
に
國
家
の
具
醒
的
な
措
置
の
實
施
を
求
め
る
穫
利
の
成
立
を
結
論
づ

け
、
し
か
も
そ
の
穫
利
の
具
醗
的
な
内
容
ま
で
も
確
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
う
で
あ
る
か
ら
と
い
つ
て
、
前
述
の
よ
う

な
字
句
の
解
繹
の
み
で
は
、
第
一
條
第
｝
項
が
抽
象
的
な
一
般
原
理
の
み
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
解
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
と
す
る
こ
と
の
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ω
）

固
た
る
理
由
づ
け
と
は
い
い
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
．
人
間
の
尊
嚴
の
尊
重
な
い
し
は
保
障
に
關
す
る
國
家
に
封
す
る
義
務
づ
け

が
、
具
燈
的
な
権
利
の
内
容
を
し
め
す
明
文
の
規
定
の
な
い
場
合
に
、
個
人
の
國
家
に
封
す
る
救
濟
講
求
の
直
接
の
根
撮
と
し
て
援
用
さ
れ
る
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孤
）

う
に
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
は
、
人
間
の
奪
嚴
の
理
解
に
と
つ
て
無
覗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
宮
澤
・
憲
法
∬
ニ
コ
O
ー
一
二
一
頁
参
照
。

（
2
）
O
．
ご
庁
貫
目
o
国
9
鷺
冨
ロ
窪
庸
馨
冒
O
q
画
窪
O
馨
凝
霧
o
爵
霧
』
自
馨
ぎ
冨
国
目
留
。
冨
娼
（
白
国
）
㍉
。
畏
国
』
り
幹
留
O
。

（
3
）
冒
磐
置
“
困
o
登
b
毬
国
魯
口
霧
O
目
民
磐
器
言
（
冒
普
讐
髭
“
困
o
茸
国
o
β
目
●
）
笥
豪
罫
oo
」
嵩
嚇
犀
o
●
客
な
窟
呂
昌
り
良
o
ミ
窃
昌
o

　
島
8
目
0
9
0
ぽ
臼
二
『
”
客
窪
甘
即
目
”
－
2
甘
需
匡
O
響
ぎ
ゲ
2
μ
O
ン
ご
ぜ
O
H
目
段
8
冒
富
口
（
Ω
国
目
）
レ
譲
磨
OO
．
目
鋳
憎
旨
暫
甕
－
ピ
伊
嬉
夢
O
異
日
α
の
窪
9
国

　
Q
5
趙
ロ
目
－
ご
9
匡
寧
国
o
目
目
●
）
り
一
〇
㎝
o
o
噸
婁
●
一
擬
げ
融
●
一
り
¢
鷲
●
噂
習
山
μ
琶
β
霞
蔽
。

（
4
）
ρ
璽
o
匹
欝
贈
望
Φ
＜
o
跳
毯
巨
に
島
窪
盆
鐸
誓
冨
”
智
一
〇
冨
さ
目
一
一
●
＞
眞
ロ
魯
一
。
多
d
瑳
①
織
昌
o
昏
霞
臨
9
0
目
o
魯
鶴
尻
号
霞
客
器
甲

　
砕
慕
冒
島
9
置
●
卜
島
●
暢
お
8
．
m
．
m
8
坤
こ
れ
に
よ
れ
ば
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
の
こ
の
規
定
は
、
立
法
者
に
封
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
い
し
は
立
法
の
方
針
を

　
規
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。

（
5
）
ご
幽
o
＜
o
鳳
器
砿
冒
的
島
3
浮
番
苗
魯
o
む
ユ
審
器
昌
く
9
昼
ド
ご
o
器
日
げ
9
一
譲
ρ
浮
“
一
。
。
“
ご
一
〇
≦
窪
島
o
島
霞
目
o
塁
o
冨
一
魯
露
頴
甥
9
－

　
属
O
げ
尻
O
詳
馨
‘
営
O
霧
O
訂
麟
O
望
日
甲
＜
¢
量
毘
詳
E
仮
璋
島
影
8
げ
琶
O
的
O
国
露
器
耳
O
ド
こ
の
解
覗
に
つ
い
て
は
、
乞
縷
司
一
器
ぽ
ヤ
■
O
毯
0
5
ご
数
＜
O
サ

　
h
羨
目
彪
留
ロ
浮
o
駐
§
酔
3
切
口
『
o
旨
⇔
旨
宅
誼
可
り
口
・
国
o
目
目
．
y
お
窃
り
砕
屋
嘗
　
な
お
こ
れ
を
補
充
し
て
、
2
偵
召
紳
5
逐
－
■
8
げ
均
O
ン
国
H
西
響
9

　
蓉
日
騎
昏
嘗
島
（
2
9
0
笥
寡
犀
ざ
国
H
吟
】
岩
●
y
一
譲
o
o
・
ψ
一
8
抽
　
こ
の
解
綿
に
よ
れ
ば
第
一
〇
〇
條
は
、
人
格
主
義
を
宣
冒
し
、
ナ
チ
ス
時
代
の
非
人
遭
的
な

　
政
治
を
排
除
し
、
人
間
の
人
格
を
承
認
す
る
の
で
あ
り
、
憲
法
訴
願
に
よ
つ
て
、
そ
の
保
障
を
求
め
る
こ
と
が
で
ぎ
る
か
ら
、
實
際
的
な
意
義
を
有
す
る
規
定
で

　
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
o



（
6
）
　
．
ハ
ィ
高
ル
ン
州
の
ほ
か
に
、
ブ
レ
ー
メ
ソ
州
憲
法
第
五
條
第
一
項
、
ヘ
ッ
セ
ノ
州
憲
法
第
三
條
、
第
二
七
條
、
ラ
イ
ソ
ラ
ソ
ト
・
パ
ル
ッ
州
憲
法
前
丈
等
が

　
人
間
の
尊
嚴
を
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
主
旨
の
規
定
は
、
そ
の
他
に
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ソ
ベ
ル
ク
州
憲
法
前
丈
、
第
一
條
、
ま
た
ザ
ー
ル
州
憲
法

　
第
一
條
等
参
照
。
な
お
州
憲
法
と
ポ
ソ
基
本
法
と
の
關
蓮
に
つ
い
て
は
、
客
甘
冒
臼
留
ざ
癖
鉾
9
P
お
参
照
。

（
7
）
　
口
o
躍
o
暮
鼠
o
屋
o
④
国
昌
笥
躍
鴇
曽
卜
暴
一
芸
昌
ご
臼
m
富
暮
甘
酔
昌
目
α
＄
鼠
o
琶
9
臼
箋
目
o
冒
盆
噛
艮
o
鐸
留
目
冒
o
塁
魯
賃
日
島
窪
器
響

貞
目
窪
。
曾
b
甘
譲
9
呂
Φ
盆
■
屋
o
騒
o
臣
昌
聲
評
塗
9
浮
冥
o
詳
馨
頃
g
暑
婁
げ
塁
臣
o
餐
o
旨
浮
富
O
雪
普
酔
蓉
甘
毘
臼
一
『
3
ロ

国
騒
富
甘
巨
鴨
恥
R
目
臼
温
曼
豊
。
耳
9
』
敏
国
o
窪
鼻
露
宅
雌
呂
o
鑓
器
冨
窪
冒
島
目
の
島
黛
器
鐸

（
8
）
乞
な
冨
旨
o
ざ
9
。
胆
．
ρ
Oo
。
評
国
．
■
α
卓
一
絆
鼠
o
∈
鄭
盈
o
山
Φ
02
冒
o
塁
9
0
β
凶
9
Ω
H
旨
島
礪
o
器
欝
o
甘
o
》
匿
眉
昌
o
富
筑
旨
昌
冨
鵬
o
哺
H
昌
o

　
Q
繭
2
旨
撰
o
ザ
o
＜
o
ヨ
鶴
酔
暮
的
（
ご
O
＜
）
一
お
㎝
G
o
暢
ψ
9
00。

（
9
）
　
濱
凶
罰
晒
器
屏
ざ
癖
o
o
・
O
・
ψ
曽
碧
島
o
罐
；
国
N
㊧
切
伽
こ
¢
一
8
り
嵩
㎝
戸
　
こ
れ
は
、
實
質
的
な
基
本
灌
は
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
ほ
か
に
憲
法
上
承
認
さ

　
れ
て
い
る
穣
利
に
つ
い
て
も
、
憲
法
裁
剣
所
に
救
濟
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
設
明
し
て
い
る
。

（
m
）
　
く
O
り
司
巴
酔
質
ロ
鳴
胃
8
酎
班
噴
肖
O
O
プ
百
ロ
碗
（
＜
O
り
剣
垣
澱
ヌ
y
ビ
国
勲
一
誰
P
の
。
◎
9
．
な
お
、
2
聖
剣
貯
砂
犀
ざ
国
■
㊧
国
画
昌
¢
一
b
O
騰
轟
目
曽
窪
冒
－
ご
節
旨
蓉
鉾

　
9
●
O
●
oo
．
●o
輪
，
露
昌
『
ド

（
n
）
乞
甘
窟
昆
o
ざ
鋭
90
・
O
・
¢
一
ご
H
》
ぼ
蒔
・
q
劉
5
鵠
噌
犀
メ
ψ
応
0
9
・
こ
の
草
案
が
全
面
的
に
採
用
さ
れ
な
か
つ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
ボ
ン
墓

　
本
法
第
一
條
第
一
項
は
、
へ
草
案
と
別
の
内
容
の
も
の
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
鼠
o
b
僻
o
一
酔
－
内
δ
営
婚
国
o
B
昌
●
幹
に
簿
●
参
照
。

（
皿
）
　
臼
昌
旨
昌
魯
島
3
0
2
角
o
詳
目
昌
o
目
男
8
冒
毬
（
ま
国
y
乞
・
男
田
鼻
ど
oo
●
お
●
　
こ
の
下
級
編
輯
委
員
會
案
の
第
一
項
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
b
♂

　
≦
鄭
民
o
自
盤
寓
o
ロ
零
『
Φ
ロ
同
g
冒
酔
四
9
恥
o
胡
一
仮
O
P
o
甘
o
日
匂
8
0
β
く
o
β
客
凶
言
吋
即
毯
o
㎡
o
β
o
冒
国
舘
騨
o
P
　
こ
の
案
に
封
す
る
読
明
と
し
て
、
ベ
ル

　
グ
シ
ュ
ト
レ
ヴ
サ
！
（
b
霞
鷺
N
農
霞
）
議
員
（
肚
會
民
主
黙
の
帽
ご
）
よ
り
、
超
國
家
的
な
自
然
に
よ
つ
て
あ
た
え
ら
れ
た
権
利
を
宣
言
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

　
提
案
理
由
が
の
べ
ら
れ
、
ま
た
マ
ン
ゴ
ル
ト
（
～
寓
印
ロ
O
q
9
辞
）
議
員
（
キ
リ
ス
ト
教
民
主
黙
O
b
目
）
か
ら
自
然
法
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
の
補
足
が
あ

　
つ
た
。

（
B
）
　
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
曽
『
且
島
）
議
員
（
の
蜀
ご
）
は
、
す
ぺ
て
の
人
が
、
自
然
か
ら
権
利
を
あ
た
え
ら
れ
た
と
信
ず
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
ょ
っ
て
、

　
自
然
法
を
紹
封
的
な
も
の
と
し
て
定
め
る
こ
と
は
危
瞼
で
あ
る
と
し
、
自
然
法
の
理
解
は
各
人
に
と
つ
て
自
由
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
そ
し
て
自
然

　
法
の
内
容
と
し
て
客
魎
的
に
措
握
し
う
る
の
は
、
自
拍
を
享
有
で
ぎ
な
か
つ
た
ド
イ
ッ
國
民
の
自
由
に
封
す
る
憲
法
上
の
保
障
の
要
請
で
あ
る
と
い
う
営
一
と
を
彊

　
調
し
た
。
但
し
シ
ュ
ミ
ッ
ト
議
員
は
、
司
法
の
判
蜥
の
基
準
と
し
て
、
自
然
法
を
認
め
て
は
い
る
。
彼
の
提
案
の
前
牛
は
次
の
如
し
。
b
ざ
≦
“
旨
O
日
O
畠
o
マ

　
躍
o
冒
o
β
b
①
げ
o
器
護
昆
ざ
鍔
oo
§
言
騎
0
8
『
鄭
彗
．
曽
o
甘
酔
び
①
碕
急
垣
島
魯
甘
國
8
耳
①
劃
島
o
留
巨
旨
o
儲
9
0
目
U
9
霞
臥
弩
騎
o
oq
聲
伊
ず
R

ボ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
韓
嚴
に
つ
い
て

一
七
七

（
一
八
九
三
〉



ポ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て

一
七
八

（
一
八
九
四
）

　
置
q
欝
鴨
甕
麟
営
3
F
（
鏑
α
国
●
oo
●
劇
o
o
ゆ
，
）

（
14
）
　
ホ
イ
ス
（
国
o
昌
ゆ
）
議
員
（
自
由
民
主
窯
勾
b
団
）
は
、
自
然
法
の
法
的
拘
束
力
を
認
め
ず
、
あ
く
ま
で
も
こ
れ
を
道
徳
的
な
規
律
と
し
て
と
ら
え
、
ま
た
、

　
國
家
を
椎
力
的
な
機
構
と
せ
ず
、
基
本
権
は
國
法
秩
序
の
保
障
の
も
と
に
あ
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
提
案
し
た
。
ご
一
Φ
≦
鄭
呂
o
島
霧
屋
o
塁
9
麟
昌
窪

　
薯
窪
o
田
暮
魯
酔
飾
B
ω
o
げ
5
国
島
書
o
o
酔
雷
詑
ぎ
げ
o
圓
O
a
望
目
僻
こ
の
主
旨
は
、
原
則
問
題
委
員
禽
が
探
用
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
（
ま
図
．
P
お
）
。

（
1
5
）
　
原
則
問
題
委
員
曾
の
決
定
し
た
纂
一
條
第
一
項
お
よ
び
第
二
項
の
案
文
は
次
の
如
し
。
（
ご
U
貯
≦
曾
審
山
霧
蜜
o
器
o
国
o
b
o
o
富
騨
一
8
m
9
無
器
山
霞

量豊＆窪

θ旨

琶
卿
璽
鯉
。
馨
富
磐
鄭
民
g
甘
。
試
槻
露
凋
8
騨
β
昏
画
器
盆
暮
8
富
ぎ
鼻
蟄
o
昌
昌
一
薦
Φ
毘
臼
暑
器
。
藍
g
普

　
O
①
鍔
O
駐
爵
坤
m
日
O
鱒
O
圓
曇
●
（
U
α
騨
ψ
お
）
な
お
第
三
項
は
下
級
委
員
禽
の
提
案
通
り
と
し
た
。

（
鳩
）
　
ト
マ
（
膚
び
o
厨
凶
）
軟
授
は
、
人
問
の
霧
嚴
の
宣
書
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
保
障
を
國
家
権
力
に
封
し
て
義
務
づ
け
る
こ
と
が
よ
り
重
要
で
あ
り
、
ま
た
人
闇
の

　
雰
最
と
人
櫓
の
欄
係
や
そ
れ
ら
の
内
容
を
法
丈
で
規
定
す
る
こ
と
は
疋
嘗
で
は
な
く
、
そ
の
解
明
は
、
哲
學
紳
學
の
課
題
で
あ
る
と
し
て
、
第
二
項
第
三
項
の
割

　
除
を
主
張
し
た
。
な
お
ト
耀
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
『
α
図
・
o駐
・
お
鉾
卜
鎧
日
●
旨
参
照
。

（
17
）
　
一
般
編
輯
委
員
愈
（
霞
O
q
・
図
9
胆
κ
葺
0
9
即
β
器
号
G
励
）
は
第
一
條
第
一
項
に
つ
い
て
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
た
。
ご
一
〇
ミ
α
旨
o
画
霊
崔
o
岸

　
g
ザ
Φ
鐸
盛
零
げ
峠
o
目
鶴
β
山
国
麟
g
げ
黛
国
0
9
駐
静
げ
o
篤
磯
Φ
＜
o
月
艶
一
〇
げ
叶
慮
口
偽
oo
昌
霞
菖
雷
菖
一
〇
げ
o
圓
O
o
壌
9
詳
．
（
鈎
α
悔
●
ψ
㎝
O
）

（
1
8
）
　
右
委
員
會
の
マ
ソ
ゴ
ル
ト
議
長
は
、
ト
マ
教
授
の
批
判
を
認
め
、
次
の
よ
う
な
追
補
を
提
案
し
た
。
曽
o
讐
舘
鐸
o
眞
駐
“
o
ご
o
量
富
男
観
o
げ
酔
．
臨
驚

　
毘
O
§
島
号
O
O
①
箋
包
紳
譲
貯
騰
牙
勧
9
0
β
O
§
甘
O
野
こ
れ
に
封
し
て
ホ
イ
ス
議
員
は
、
そ
の
主
旨
は
、
同
項
前
段
に
ふ
く
ま
れ
て
い
る
か
ら
必
要
が

　
な
い
と
反
封
し
た
。

（
1
9
）
　
匂
α
図
．
壱o
●
α
O
．

（
2
0
）
　
匂
α
国
●
00
。
望
》
。

（
飢
）
　
一
般
編
輯
委
員
脅
が
一
九
四
八
年
一
二
月
；
百
に
確
定
し
た
表
言
は
次
の
如
し
。
ε
ご
貯
≦
錦
且
0
9
霧
窯
O
髪
o
ぎ
巨
一
魯
β
冨
耳
器
菩
臼
．
曽
O

　
弩
§
砕
O
目
鑑
5
島
国
β
零
ぴ
郎
言
o
β
蓉
＜
O
H
猛
一
〇
げ
什
麟
ロ
騎
餌
嵩
宵
9
薗
9
0
菖
ざ
げ
の
H
一
〇
霧
毘
“
但
し
こ
の
第
二
項
第
三
項
は
、
現
在
あ
條
丈
と
表
現
様
式
が
異

　
つ
て
い
た
（
q
O3
悔
．
9
9
）
。

（
2
2
）
　
一
般
編
輯
委
員
愈
の
右
の
表
現
様
式
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
原
則
問
題
委
員
會
が
、
検
討
を
加
え
、
賛
否
種
々
の
意
見
が
あ
つ
た
が
、
特
に
人
間
の
奪
嚴

　
を
保
障
す
べ
き
國
家
を
同
時
に
構
力
の
主
髄
と
し
て
表
現
す
る
こ
と
に
異
議
が
あ
つ
た
。
原
則
問
題
委
員
禽
は
、
か
く
て
、
刑
の
表
現
様
式
を
決
定
し
て
い
る

　
（
ね
α
鐸
萄α
●
㎝
鱒
）
o

（
2
3
）
　
現
行
の
條
丈
の
檬
式
は
、
一
般
編
輯
委
員
會
が
、
一
九
四
九
年
一
月
二
五
日
の
會
議
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
第
一
條
第
一
項
は
、
　
一
九
四
八
年



　
一
二
月
二
二
日
の
表
現
を
そ
の
ま
ま
探
用
し
た
（
註
別
）
。

（
24

）
　
さ
き
の
ベ
ル
グ
シ
ュ
ト
レ
ッ
サ
ー
議
員
、
マ
ン
ゴ
ル
ト
議
員
等
の
登
言
の
ほ
か
、
多
く
の
議
員
が
、
人
間
の
尊
歳
の
不
可
侵
を
強
調
し
（
臼
α
罰
ψ
鵠
）
、
超

　
國
家
的
な
債
値
と
し
て
保
瞳
を
考
え
る
べ
ぎ
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
ゼ
ー
ポ
ー
ム
　
a
8
び
9
目
〕
議
員
〔
ド
イ
ツ
蕪
ご
男
）
鉾
釦
ρ
砕
鉛
）
。
そ
し
て

　
特
に
「
紳
に
よ
つ
て
興
え
ら
れ
た
（
〈
o
β
O
o
詳
的
o
槻
o
ご
o
β
o
β
）
」
と
い
う
表
現
を
挿
入
す
べ
ぎ
こ
と
が
彊
く
主
張
さ
れ
た
。
こ
れ
に
封
し
て
は
、
宗
敏
の
濫
用

　
で
あ
る
と
の
反
封
が
あ
つ
て
探
用
さ
れ
な
か
つ
た
が
、
基
本
法
第
一
條
を
支
配
す
る
思
想
と
し
て
自
然
法
の
観
念
が
張
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
へ
草
案
も
、
國
家
の
み
な
ら
ず
、
一
般
個
人
間
の
關
係
に
お
い
て
も
、
人
問
の
尊
嚴
の
尊
重
義
務
を
お
わ
せ
る
主
旨
の
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
た
（
ま
葬

　
O
o
・
＆
）
。
ま
た
ジ
ュ
ス
タ
：
ヘ
ソ
（
馨
馨
o
旨
o
圓
ロ
）
議
員
（
O
ご
d
）
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
こ
の
宣
言
は
絶
封
的
な
も
の
で
、
す
べ
て
の
人
間
に
適
用
さ
れ
、
私

　
人
も
ま
た
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
鱒
釦
9
ψ
竃
）
。

（
2
6
）
　
前
閏
ト
マ
の
批
判
お
よ
び
マ
ン
ゴ
ル
ト
議
長
の
追
補
、
ジ
ュ
ス
タ
ー
ヘ
ソ
議
員
の
見
解
等
（
註
鳩
・
1
8
。
2
5
）
参
照
。

（
27

）
　
前
出
、
シ
ュ
、
「
・
ッ
ト
議
員
、
ホ
イ
ス
議
員
、
ト
マ
教
授
の
批
鋼
（
註
1
3
・
14
・
16
）
滲
照
。

（
2
8
）
　
冒
騨
G
β
苧
ご
牙
蒔
矯
国
o
箆
目
・
》
昌
。
一
卜
募
●
卜
幹
課
こ
男
薗
昆
目
鎧
目
．
a
国
胃
四
〇
固
“
困
o
甘
｝
国
o
目
目
。
¢
に
罵
こ
一
臼
｝
鵠
ご
ミ
．
ト
げ
の
■
脅
o
昏
”

　
＜
o
＆
矯
o
謬
菖
甘
ザ
β
β
o
q
Φ
圓
留
目
く
臼
o
一
鼠
磯
g
冒
磯
α
霞
ご
o
G
宏
o
げ
o
冒
oo
ψ
雷
駐
目
8
げ
駐
一
〇
ビ
霞
（
〈
ご
oo

“
冒
y
国
。
o
o
燭
お
㎝
O
一
〇a
．
3
旨
∴
ご
牙
一
寧
噛
評
お
㎝
評

　
ω
・
N
8
嚇
名
・
舞
b
o
一
“
臼
g
駐
審
目
N
o
一
言
β
碗
（
匂
N
）
’
一
〇
鐸
噂
oo
。
o。
器
嚇
β
ピ
即
G
目
”
の
“
壁
宏
8
魯
計
一
〇
㎝
o
o
唱
o
o
●
卜
島
．
m
。
O
ω
い

（
2
9
）
　
＜
o
署
ぎ
唱
鮮
卜
田
鮮
Oo
．
o
o
一
　
な
お
人
間
の
奪
嚴
は
具
盟
的
な
椹
利
を
根
擦
づ
け
な
い
と
し
た
も
の
に
、
蓮
邦
憲
法
裁
到
所
到
例
集
（
切
く
¢
国
）
第
一
巻

　
一
〇
四
ー
一
〇
五
頁
が
あ
る
o

（
3
0
）
　
乞
ぜ
唱
o
民
o
ざ
O
国
目
噸
砕
oo

。

（
3
1
）
　
昼
醒
9
－
ご
郁
鼠
寧
国
O
臼
鍔
●
の
．
①
’

（
32

）
　
Z
薗
笥
寡
犀
ざ
国
N
㊧
田
畠
・
Oo
・
呂
O
・
彼
は
、
こ
の
よ
う
な
論
議
に
よ
り
人
間
の
尊
嚴
が
基
本
権
と
直
結
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
る
よ
5
に
な
る
原
因
と
な

　
つ
た
こ
の
言
葉
を
、
不
運
な
表
現
で
あ
る
と
い
つ
て
い
る
。

（
33
）
　
匡
即
ロ
篤
－
累
旨
寧
9
0
9
即
●
O
●
¢
ρ
ご
国
欝
騎
o
髭
“
困
o
『
讐
薗
●
①
●
O
．
Oo
●
に
oo
肋
国
騨
目
鵠
鵯
碗
訂
暫
訂
繕
9
酔
曽
o
o
．
卜
島
・
Oo
．
O
窪
●

（
3
4
）
　
踵
げ
Φ
β
画
吋
O
蔚
『
＜
ご
の
酔
ピ
．
国
．
o
o
．
m
●
旨
ド

（
3
5
）
　
迄
な
窟
践
Φ
箏
9
0
・
鐸
ρ
幹
昌
．
は
、
右
の
よ
う
な
形
式
的
な
見
方
を
排
除
し
て
、
直
接
に
基
本
構
の
成
立
を
主
張
す
る
。
こ
の
ほ
か
ピ
02
ヨ
b
Q
～

　
一
⑩
㎝
o
o
噂
¢
㎝
3
融
・
は
特
に
穫
利
の
成
立
を
彊
調
す
る
。
な
お
距
顯
箇
日
即
昌
劃
d
器
O
昌
目
島
磯
穣
o
酔
国
（
出
騨
日
餌
昼
P
国
0
9
目
．
y
お
割
『
るO
●
認
凱
宅
．

　
O
o
貫
o
N
り
O
窃
o
欝
伊
び
霞
画
器
b
蝦
謬
審
巽
o
跳
馨
猛
竪
的
o
訟
畠
“
お
認
噂
ロ
●
蛤
蝿
●

　
　
　
ポ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
澗
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
九
　
　
　
（
一
八
九
五
）



（
3
6
）

（
37
）

（
3
8
）

（
3
9
）

（
4
0
）

（
妊
）

溝
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
蕨
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
○
　
　
　
（
一
八
九
六
）

国
【
O
営
り
く
冨
酔
ピ
リ
国
●
oo
。
oo
●
oo
禺
●
噛
詰
o
o
●

欝
圓
隣
菖
睾
国
日
①
甘
り
9
撃
・
9
・
O
●
の
●
犀
謡
．
F
曽
目
。
鱒
の
●
5
一
．
5
劇
・

迄
甘りo呂o

単
鉾
鉾
O
。
oロ
●
昌
h
‘
お
角
●

国
”
目
g
o
嘗
、
纈
●
薗
。
O
●
田
．
認
抽
、
一
〇〇
〇
●

ピ
α
～
b
O
＜
噛
一
〇
㎝
o
o
曽
¢
㎝
嵩
．

旨
β
葺
0
9
民
O
q
り
鉾
鉾
9
ψ
g
o
り
響
含
β
β
謹
．
お
．
こ
の
親
定
に
よ
つ
て
人
穫
の
保
瞳
は
隙
間
の
な
い
も
の
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　
人
問
の
奪
嚴
の
観
念
と
侵
害

　
以
上
の
よ
う
な
愛
遷
を
た
ど
つ
た
人
間
の
奪
嚴
と
は
い
か
な
る
観
念
で
あ
る
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
人
間
性
を
分
析

し
、
こ
れ
に
尊
嚴
と
い
う
債
値
概
念
の
成
立
す
る
根
源
を
究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
も
と
よ
り
こ
の
課
題
は
、
ト
マ
の
指
摘
す
る
よ
う
に

哲
學
紳
學
の
窮
極
の
問
題
に
つ
な
が
り
、
實
定
憲
法
の
領
域
に
お
い
て
は
も
は
や
庭
理
し
得
な
い
も
の
が
あ
り
、
哲
學
的
な
究
明
の
分
野
に
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
人
間
の
奪
嚴
の
概
念
に
關
す
る
法
學
的
な
定
義
づ
け
は
不
要
で
あ
る
と
か
、
人
間
の
奪
嚴
を
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

面
的
に
と
ら
え
、
ボ
ソ
基
本
法
の
人
間
像
と
し
て
法
的
に
規
定
さ
れ
た
人
間
の
「
型
（
日
題
）
」
と
關
蓮
さ
せ
て
奪
嚴
を
考
え
る
こ
と
は
誤
で
あ
る

と
の
主
張
も
あ
る
の
で
あ
る
。
確
か
に
人
間
の
奪
嚴
は
、
外
面
的
形
式
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
固
有
の
精
紳
的
な
本
性
に
つ
な
が
る
も
の
で

あ
つ
て
、
法
概
念
と
し
て
叢
一
的
に
把
握
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
實
定
憲
法
が
、
そ
の
存
立
の
基
礎
と
し
て
明
文
を
も
つ
て
人
間
の
尊

嚴
を
宣
言
し
て
い
る
以
上
は
、
こ
れ
に
關
す
る
あ
る
程
度
の
實
定
法
上
の
考
察
も
ま
た
必
要
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
尊
嚴
の
主
鎧
で
あ
る
人
間
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
・
パ
：
デ
ン
州
憲
法
第
一
條
第
一
項
が
、
「
人
間
は
そ
の
周
園
の
共

同
杜
會
に
お
い
て
、
自
由
に
し
か
も
永
遽
の
道
徳
律
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
ら
の
幸
藺
と
他
人
の
幅
祉
の
た
め
に
、
そ
の
天
性
を
螢
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

せ
し
め
る
こ
と
を
使
命
と
す
る
」
と
規
定
し
て
い
た
。
ま
た
さ
き
の
バ
州
憲
法
裁
到
所
の
到
例
は
、
「
人
格
の
主
髄
と
し
て
の
人
澗
（
冒
o
馨
げ
器



評
暑
β
）
は
、
最
高
の
精
紳
的
倫
理
的
な
便
値
の
主
饅
で
あ
り
、
し
か
も
倫
理
的
な
固
有
の
債
値
を
具
饅
的
に
實
現
す
る
の
で
あ
つ
て
、
そ
の
贋

値
は
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
ま
た
共
同
肚
會
の
す
べ
て
の
要
求
に
甥
し
、
特
に
國
家
お
よ
び
利
盆
肚
會
の
あ
ら
ゆ
る
法
的
政
治
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

な
干
渉
に
封
し
て
獅
立
し
て
お
り
、
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
」
と
の
ぺ
て
い
る
。
人
間
の
尊
嚴
と
は
一
つ
の
債
値
概
念
で
あ
つ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

人
間
の
人
格
の
内
容
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
債
値
の
主
饅
で
あ
る
人
間
は
、
ポ
ン
基
本
法
の
根
本
思
想
に
よ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
に
と

ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
蓮
邦
憲
法
裁
到
肌
の
到
例
に
よ
れ
ば
、
「
自
由
の
民
主
主
義
に
お
い
て
は
、
人
問
の
尊
嚴
は
最
高
の
慣
値
で

あ
る
。
そ
れ
は
不
可
侵
の
も
の
で
あ
り
、
國
家
に
よ
つ
て
尊
重
さ
れ
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
人
間
は
、
こ
う
し
て
自
ら
の
責
任
あ
る
生
活
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

形
成
の
た
め
に
、
そ
の
能
力
を
付
與
さ
れ
た
人
格
で
あ
る
」
と
し
、
ま
た
「
基
本
法
の
人
間
像
は
、
一
個
の
孤
立
し
た
絶
封
的
な
個
人
の
そ
れ
で

は
な
い
。
基
本
法
は
、
む
し
ろ
個
人
と
共
同
杜
會
と
の
封
立
緊
張
關
係
を
、
人
の
肚
會
關
係
性
お
よ
び
人
の
肚
會
的
拘
束
性
の
意
味
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

し
か
も
個
人
の
固
有
の
債
値
を
侵
害
す
る
こ
と
な
し
に
到
定
し
た
の
で
あ
る
」
と
し
て
、
人
間
を
共
同
肚
會
に
お
け
る
人
格
形
成
の
主
盟
で
あ
る

と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
の
固
有
の
債
値
が
不
可
侵
の
も
の
と
し
て
、
憲
法
上
最
大
限
の
保
障
が
要
求
さ
れ
る
理
由
は
、
人
間
の

こ
の
よ
う
な
精
紳
的
な
債
値
に
封
す
る
畏
敬
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
ま
た
デ
ュ
リ
ッ
ヒ
は
、
「
す
べ
て
人
間
は
、
そ
の
精
紳
に
よ
つ
て
人
間
と
な

る
。
こ
の
精
紳
こ
そ
、
人
間
を
非
人
間
的
な
要
素
か
ら
遠
ざ
け
、
そ
し
て
人
間
に
、
そ
の
自
分
自
身
の
到
断
に
よ
つ
て
自
己
を
意
識
し
、
自
己
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

決
定
し
、
か
つ
自
己
お
よ
び
環
境
を
形
成
す
る
能
力
を
付
與
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
見
解
か
ら
劃
明
す
る
よ
う
に
、
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
奪
嚴
の
償
値
は
、
あ
く
ま
で
も
人
間
共
同
肚
會
の
生
活
の
現
實
の
な

か
に
存
在
す
る
具
饅
的
な
人
問
を
、
そ
の
主
饅
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
ボ
ン
基
本
法
は
、
個
人
の
慣
値
を
否
定
し

て
全
饅
に
絶
封
的
な
優
越
を
認
め
る
全
髄
主
義
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
全
髄
的
な
集
合
概
念
の
軍
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑩
）

目
的
手
段
と
し
て
の
債
値
し
か
認
め
ら
れ
な
か
つ
た
、
過
去
の
全
饅
主
義
の
髄
系
の
な
か
に
お
か
れ
た
人
間
で
は
な
く
て
、
人
間
そ
れ
自
髄
を
法

的
な
最
高
便
値
の
主
饅
と
し
て
、
待
遇
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
人
間
は
、
國
家
か
ら
の
命
令
を
軍
に
一
方
的
に
受
領
す
る
に

　
　
　
　
ボ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一
　
　
　
（
一
八
九
七
）



　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
閲
の
尊
叢
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二
　
　
　
（
一
八
九
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
∬
）

す
ぎ
な
い
集
團
の
一
員
で
は
な
く
、
自
己
形
成
お
よ
び
環
境
形
成
の
能
力
を
人
間
の
本
性
と
し
て
有
す
る
、
憲
法
秩
序
の
支
持
者
と
し
て
把
握
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
ま
た
他
面
に
お
い
て
、
人
間
の
奪
嚴
の
宣
言
に
よ
る
全
饅
主
義
の
否
定
は
、
國
家
穫
力
と
市
民
の
封
立
岡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

孚
を
前
提
と
し
た
古
典
的
な
自
由
主
義
の
そ
の
ま
ま
の
復
活
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
き
の
蓮
邦
憲
法
裁
到
所
の
到
決
に
も
あ
る
よ
う

に
、
現
費
の
人
間
の
生
存
が
、
相
互
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
肚
會
連
帯
の
生
活
關
係
の
な
か
に
お
い
て
い
と
な
ま
れ
て
い
る
以
上
は
、
か
つ
て
の
自

由
主
義
が
描
い
て
い
た
自
主
濁
立
絶
封
の
閉
鎮
的
な
孤
立
し
た
し
か
も
観
念
的
な
個
人
像
で
は
な
く
、
奪
嚴
の
債
値
の
主
饅
で
あ
る
人
間
は
、
共

同
肚
會
の
生
活
關
係
の
な
か
に
あ
る
生
き
た
人
間
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
動
物
的
な
存
在
と
し
て
の
輩
な
る
生
命
髄
を
意
味
す

る
こ
と
で
は
な
く
、
人
間
の
本
質
で
あ
る
知
性
良
心
責
任
感
等
の
精
紳
的
な
作
用
を
も
つ
て
、
自
ら
の
意
思
の
自
由
の
う
ち
に
自
己
を
決
定
し
形

成
し
・
自
己
を
と
り
ま
く
饗
の
な
か
蚕
ら
を
完
成
す
る
人
椿
の
麹
と
し
て
の
人
間
を
い
あ
で
碧
・
人
問
（
昏
巨
）
は
・
そ
の
天
性

の
う
ち
に
自
然
に
よ
つ
て
あ
た
え
ら
れ
た
次
の
よ
う
な
使
命
を
、
忠
實
に
果
す
こ
と
に
よ
つ
て
人
格
の
主
醒
（
頴
透
9
）
と
な
る
。
す
な
わ
ち
そ

の
個
性
を
人
間
の
本
質
に
適
合
す
る
よ
う
に
教
育
し
、
こ
れ
を
襲
展
せ
し
め
、
ま
た
こ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間
の
人
格
的
特
性
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
勲
）

各
人
の
生
活
の
内
外
に
お
い
て
實
現
す
べ
ぎ
努
力
を
盤
す
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
人
格
の
憤
値
を
獲
得
し
う
る
の
で
あ
る
。
人
間
の
こ
の
よ
う
な

人
格
的
な
人
間
と
し
て
の
本
質
の
黙
に
尊
嚴
の
慣
値
を
認
め
、
こ
れ
を
憲
法
に
よ
つ
て
最
大
限
に
保
障
す
る
こ
と
を
實
現
し
よ
う
と
す
る
ボ
ソ
基

本
法
の
指
導
原
理
は
、
個
人
の
償
値
を
ま
つ
た
く
否
定
す
る
全
饅
主
義
と
、
逆
に
個
人
を
絶
封
化
し
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
直
後
の
急
進
的
な
自
由
主

義
個
人
主
義
思
想
を
そ
の
ま
ま
に
實
既
し
よ
う
と
す
る
個
人
絶
封
主
義
の
爾
極
端
を
否
定
し
て
、
そ
の
何
れ
に
も
偏
し
な
い
人
格
主
義
（
頴
謎
葺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

，庚

滋
毯
）
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
以
上
の
よ
う
な
人
格
の
主
髄
と
し
て
把
握
さ
れ
た
人
間
の
奪
嚴
（
周
鄭
旨
o
）

と
は
い
か
な
る
こ
と
か
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
、
前
述
の
よ
う
に
人
間
の
人
格
の
内
容
を
形
成
す
る
固
有
不
攣
の
本
質
に
、
根
源
的
な
債
値
を
認
め

る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
尊
嚴
の
債
値
は
、
人
間
以
外
の
も
の
か
ら
導
き
出
さ
れ
て
初
め
て
認
め
ら
れ
る
も
の
で
鳳
な
く
、
あ
く
ま
で
も
人
間
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
聡
）

れ
自
饅
に
固
有
の
も
の
と
し
て
内
在
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
奪
嚴
と
は
固
有
の
債
値
で
あ
り
、
本
質
の
猫
自
性



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
”
）

を
表
わ
し
、
す
べ
て
の
秩
序
の
申
心
と
さ
れ
る
べ
き
人
間
の
本
質
お
よ
び
本
性
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
」
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
尊
嚴
の
債
値
は
、
す
べ
て
の
個
々
の
人
問
に
そ
の
天
性
不
滅
の
も
の
と
し
て
露
屡
す
る
か
ら
、
こ
の
本
質
的
な
慣
値
は
、
各
人
の

　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
B
）

具
髄
的
な
生
活
状
態
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
な
く
尊
重
し
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
人
格
形
成
と
し
て
の
人
間
の
尊
嚴
の

具
禮
的
な
實
現
の
瓶
態
は
、
各
人
各
様
で
あ
り
、
現
實
的
な
要
因
に
よ
つ
て
種
々
攣
化
せ
し
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
つ
て
、
な
か
に
は
こ
の
人
格

形
成
を
あ
や
ま
り
、
犯
罪
人
の
よ
う
に
人
格
の
破
滅
の
結
果
を
招
來
す
る
も
の
も
あ
り
う
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
人
間
の
尊
嚴
は
、
窮
極
に
お

“
て
は
、
こ
の
よ
う
な
具
饅
的
な
人
間
の
監
離
に
よ
つ
て
喪
失
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
個
々
の
人
間
が
實
際
に
い
と
な
ん
で
い
る
生

活
欣
態
や
各
人
の
生
活
態
度
が
ど
う
あ
ろ
う
と
も
、
奪
嚴
の
慣
値
は
、
人
間
の
本
質
そ
れ
自
饅
に
饒
属
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
人
間
で

あ
る
限
り
乳
幼
兜
震
範
讐
然
の
こ
圭
し
て
・
醤
寒
犯
寒
裂
響
人
間
の
橿
を
窺
し
嚢
暑
な
い
注
自
ら
そ

れ
を
傷
け
る
よ
う
な
者
で
あ
つ
て
も
、
そ
の
本
性
に
つ
い
て
は
人
間
と
し
て
の
奪
嚴
の
慣
値
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
こ
れ
ら

の
者
に
野
す
る
治
療
虜
分
、
虜
罰
そ
の
他
の
教
化
改
善
虜
分
等
は
、
や
は
り
人
間
の
電
嚴
を
尊
重
す
る
よ
う
な
主
旨
に
お
い
て
實
施
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
人
聞
の
奪
嚴
の
債
値
の
成
立
を
接
張
し
て
考
え
る
な
ら
ぱ
、
將
來
生
れ
て
く
る
者
特
に
胎
兜
の
法
的
地
位
に

　
　
（
型
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

つ
い
て
、
或
は
崎
型
兜
の
取
扱
に
つ
い
て
、
ま
た
死
者
お
よ
び
死
饅
に
關
す
る
行
爲
の
法
的
規
制
に
お
い
て
、
い
ず
れ
も
人
間
の
尊
嚴
の
奪
重
の

観
黙
か
ら
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
尊
嚴
に
闘
す
る
具
饅
的
な
請
求
に
つ
い
て
の
椹
利
主
饅
は
、
も
ち
ろ
ん
現
に
生
存
し
て
い
る

人
間
で
あ
る
が
、
ポ
ソ
基
本
法
に
宣
言
さ
れ
た
人
間
の
辱
嚴
に
關
す
る
法
盆
は
、
具
饅
的
な
生
存
者
に
つ
い
て
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な

く
、
右
の
よ
う
に
廣
く
人
間
性
一
般
に
つ
い
て
も
そ
の
成
立
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
ポ
ソ
基
本
法
は
、
人
間
の
奪
嚴
が
不
可
侵
で
あ
る
と
規
定
し
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
人
間
の
奪
嚴
が
、
他
か
ら
侵
害
さ

れ
得
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ま
た
實
際
に
侵
害
行
爲
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
實
に

は
人
間
の
奪
嚴
は
、
常
に
侵
害
の
危
瞼
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ま
た
現
に
侵
害
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
右
の
規
定
は
、

　
　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
三
　
　
　
（
一
八
九
九
）



　
　
　
ポ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
聞
の
奪
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
四
　
　
　
（
一
九
〇
〇
）

こ
の
よ
う
な
侵
害
が
一
切
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
當
爲
の
規
律
を
定
め
た
の
で
あ
り
、
國
家
構
力
に
よ
る
侵
害
は
も
ち
ろ
ん
個
人
間
の

　
　
（
班
）

生
活
關
係
に
お
い
て
も
、
人
間
の
尊
嚴
を
害
す
る
行
爲
は
、
絶
封
に
許
さ
れ
ず
、
ま
た
人
間
の
尊
嚴
に
封
す
る
絶
封
的
な
尊
重
は
、
こ
れ
に
封
す

る
侵
害
行
爲
の
絶
饗
的
な
禁
止
の
要
求
を
同
時
に
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
な
ら
ば
、
奪
嚴
に
封
す
る
侵
害
と
は
い
が

な
る
場
合
に
嚢
生
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
到
断
の
基
準
が
し
め
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
具
髄
的
な
人
間

が
、
客
鰻
と
し
て
ま
た
は
輩
な
る
道
具
と
し
て
或
は
代
替
し
う
る
程
度
の
も
の
と
し
て
低
く
評
債
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
人
間
の
尊
嚴
ボ
害
さ

　
　
（
盤
）

れ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
る
。
要
す
る
に
非
人
間
的
な
待
遇
に
よ
つ
て
、
人
間
を
輩
な
る
物
饅
と
し
て
の
地
位
に
低
め
て
し
ま
う

よ
差
雛
が
』
切
禁
止
さ
れ
る
こ
と
髪
る
・
例
え
霧
震
隷
製
人
叢
買
譲
そ
の
響
奄
の
で
艶
が
・
蓬
嚢
上
腰

と
さ
れ
た
若
干
の
も
の
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
た
だ
し
そ
れ
ら
に
つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
專
門
分
野
に
期
待
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
あ
、
こ
こ
で
は
間
題
黙
を
あ
げ
る
だ
け
に
止
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
残
虐
な
刑
罰
お
よ
び
嚴
格
に
す
ぎ
る
刑
罰
の
禁
止
で
あ
る
が
、
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
雛
）

の
尊
嚴
か
ら
み
て
、
罪
過
お
よ
び
責
任
と
刑
罰
の
均
衡
が
當
然
に
要
求
さ
れ
る
。
刑
事
訴
邉
の
手
綾
の
分
野
に
お
い
て
は
、
被
疑
者
被
告
人
に
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肥
）

す
る
捜
査
手
段
に
よ
る
奪
嚴
の
侵
害
と
し
て
、
「
う
そ
襲
見
器
、
麻
酔
分
析
」
等
の
科
學
的
方
法
の
利
用
が
孚
わ
れ
、
こ
の
ほ
か
に
自
自
陳
述
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
舘
）

自
由
を
害
す
る
威
嚇
彊
制
欺
瞳
等
の
一
切
の
行
爲
の
禁
止
が
間
題
と
な
る
。
私
生
活
の
秘
密
に
封
す
る
行
政
的
ま
た
は
司
法
的
な
侵
害
行
爲
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
餌
）

て
は
、
犯
罪
捜
査
手
績
の
ほ
か
行
政
上
の
調
査
申
告
登
録
等
の
實
施
に
關
す
る
限
界
が
孚
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
特
に
自
然
科
學
的
な
技
術
の
進
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
肪
）

と
闘
蓮
し
て
、
人
間
を
物
的
機
械
な
い
し
は
實
験
材
料
と
同
様
に
取
扱
う
こ
と
の
禁
止
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
名
春
の
侵
害
と
關
蓮
し
て

は
、
謹
擦
に
も
と
づ
く
理
由
を
し
め
さ
ず
に
な
さ
れ
た
無
罪
の
剣
決
は
、
た
と
え
被
告
人
を
塵
罰
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
か
つ
た
と
し
て
も
、
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
％
）

の
理
由
い
か
ん
に
よ
つ
て
は
、
基
本
梅
を
侵
害
し
人
間
の
奪
嚴
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
て
い
る
。
な
お
現
在
の
経
濟
生
活
の
領
域
で
は
、

甚
し
い
貧
困
に
よ
つ
て
人
間
に
値
し
う
る
生
活
を
不
可
能
と
す
る
よ
う
な
状
態
に
追
込
む
こ
と
は
、
人
間
の
尊
嚴
を
害
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え

　
　
　
　
（
翫
）

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
か
ら
人
間
の
奪
嚴
は
生
存
の
保
障
と
直
結
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
次
に
の
べ
る
こ
と
に
す
る
。



（
1
）
　
q
α
国
・
ψ
雷
鴇
．
し
か
し
、
人
間
お
よ
び
奪
嚴
の
親
念
を
詳
継
に
分
析
し
、
哲
學
的
な
考
察
を
も
加
え
た
砺
究
と
し
て
は
、
ミ
・
司
o
詳
o
だ
げ
髭
o
章
Ω
臣
巳
。

磯
霧
o
言
ロ
民
国
o
崖
＆
o
悶
ミ
鐸
昌
9
嶺
誘
●
滲
照
。

（
2
）
　
籔
随
薯
o
昆
o
ざ
O
皆
ど
Oo
●
『
ま
た
呂
聲
騎
o
髭
“
日
o
甘
噸
国
o
β
9
．
Oo
・
一
お
　
は
、
尊
嚴
と
は
人
間
の
尊
嚴
そ
れ
自
髄
と
し
て
の
み
理
解
し
う
る
と
し
て

　
い
る
。

（
3
）
属
費
日
即
唇
り
国
o
目
あ
。
鐸
こ
れ
に
封
す
る
批
到
は
、
目
ロ
巨
呼
ご
牙
茜
国
o
目
酵
ω
。
鐸
置
β
ド

（
4
）
璽
篇
ト
げ
o自
●
一
”
ご
臼
鵠
o
塁
o
ゲ
甘
貯
ご
O
鍔
出
o
斜
甘
画
臼
甘
冒
鎧
琶
西
o
冒
O
圓
留
昌
O
o
日
o
甘
の
魯
四
ま
器
甘
O
¢
oo
ご
O
b
甘
閣
3
甘
O
濤
琢
“
言
伽
需

国
H
隔
離
目
口
β
o
q
幽
9
0
笥
凶
碕
O
ロ
m
註
“
酔
O
冒
仮
霧
O
言
霧
讐
oa
O
甘
Φ
B
9
冒
島
島
O
鳳
O
”
島
O
帰
O
圓
宅
O
冨
N
鐸
O
圓
鳳
騨
詳
O
冒
・

（
5
）
＜
o
ヨ
寄
冒
●
国
」
噸
砿
』
。

（
6
）
9
言
し
卸
ま
”
砿
』
“
。
嚇
竃
9
騎
g
争
困
畳
る
．
評
o
●
ψ
μ
“
。
●
な
お
冨
冒
聴
あ
冨
器
H
8
茎
m
・
。
盛
・

（
7
）
　
b
＜
O
国
℃
M
遙
．
P
o慶
．
鱒
O
榔
●

（
8
）
　
国
く
O
国
曽
田
島
．
声
0駐
●
一
㎝
ゆ
●

（
9
）
　
欝
鐸
良
－
ご
鄭
旨
寧
鉾
鉾
ρ
ψ
け
。
な
お
人
問
の
尊
嚴
の
観
念
に
つ
い
て
は
、
b
o
β
β
o
毛
鵠
辱
≦
臼
鼠
o
屏
9
国
o
据
目
o
β
冨
目
塁
巨
国
o
目
8
H
ゆ
以
冒
島
。

　
備
窪
o
言
℃
国
掃
●
胃
り
冨
弩
告
“
一
り
m
●
鴇
・
“
客
な
唱
①
昆
o
ざ
鐸
即
●
O
・
oo
。
さ
o
賜
に
嚇
b
牙
蒔
”
笥
劉
お
認
．
o駐
・
誤
O
詐
匂
・
名
甘
首
凶
o
ダ
麟
窪
団
H
o
琶
甲

　
塁
試
屏
留
H
⑦
嵩
呂
り
8
騨
9
お
巽
噂
oo
●
9
嶺
抽
嚇
島
o
諾
．
N
彗
卜
葛
一
〇
鯨
眉
ロ
騎
β
民
魯
翼
①
β
身
旨
隣
画
雷
》
濤
・
鱒
委
冨
・
一
Ω
φ
・
甘
　
”
聾
器
紳
鍔

　
φ
牙
因
o
ン
閣
3
駐
魯
議
詐
臨
郎
け
譲
●
卜
窟
詳
”
一
〇
鵠
賜
oo
●
晟
こ
目
9
β
騎
o
崔
“
図
一
〇
甘
℃
勲
辞
ρ
oρ
．
は
o
。
抄
な
お
詳
細
に
は
、
即
・
ピ
90
器
昼
＜
o
日
O
o
器
酔
，

　
器
器
慮
酔
瞬
β
百
犀
帥
o
騨
o
題
冨
母
鷺
お
鶉
曽
oo
●
曽
oo
論
も
白
，
を
o
昌
o
目
ぼ
g
o
F
O
昌
β
山
槻
の
器
欝
F
鼠
o
器
o
冒
¢
β
霜
母
富
・
ω
・
一
8
融
・

（
1
0
）
　
ご
酵
碍
・
匂
鐸
お
齢
・
幹
応
D
昭
“
鼠
o
β
騎
o
宣
－
困
£
ン
勲
鐸
9
ψ
に
o
。
な
お
全
盤
主
義
お
よ
び
個
人
主
義
の
否
定
に
つ
い
て
は
、
≦
甘
酔
麟
o
ダ
¢
旨
昌
，

　
”
8
げ
酔
9
00
・
O
R
嚇
画
O
謎
●
き
臼
国
骨
⑦
β
”
躊
鐸
認
画
目
o
詩
9
0
く
o
ほ
毬
器
目
鴨
的
Φ
匡
9
菖
一
〇
『
霧
国
8
算
の
肩
8
げ
蔭
β
寧
甘
”
＜
o
儀
器
o
a
“
β
囎
G
・
＜
o
厚

　
竃
鋒
酔
‘
”
o
亀
℃
男
爵
げ
銭
謙
臨
穿
≦
。
｝
即
輪
臼
o
“
ぢ
割
嚇
oo
。
器
旨
・
嚇
国
●
囎
魯
o
題
燭
ご
貯
ぼ
9
0
国
旨
騰
包
言
β
騎
ユ
o
H
唱
①
駐
α
冒
冨
o
ザ
闘
o
溶
即
冨
＜
o
サ

　
艶
諾
の
自
一
鴨
蝕
O
だ
営
“
O
O
的
O
圓
箋
獅
り
班
℃
3
耐
冨
巨
9
糊
霧
毬
O
ダ
所
鄭
閥
図
・
ピ
騨
露
F
お
認
り
¢
O
刈
『
等
参
照
。

（
n
）
ご
節
巳
寧
q
国
り
幹
鵠
㎝
O
嚇
昏
”
碕
O
勾
壁
因
一
〇
『
℃
評
薗
●
O
●
幹
一
僻
O
一
口
碧
B
四
μ
ン
勲
90
。
O
・
もQ
・
お
・

（
12
）
　
個
人
主
義
の
否
定
は
前
出
註
（
m
）
参
照
。
な
お
、
　
餌
四
目
卿
昌
璽
鉾
騨
O
。
O
o
。
①
♪
　
刈
ご
Z
な
需
a
o
ざ
鐸
鐸
O
：
ψ
Go
趨
‘
る
沖
嚇
昼
鐸
9
，

　
】
》
郎
匡
的
噛
暫
●
鉾
O
●
ω
●
さ昌
群
一
鱒
9

（
B
）
≦
甘
峠
昌
O
ダ
男
O
聰
馨
ザ
●
輪
・
卜
唱
O
騨
り
ね
駐
・
一
や
嚇
目
9
9
昌
甲
ご
伊
艮
㈹
噂
釦
餌
。
O
．
ω
・
目
・

　
　
　
ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
五
　
　
　
（
一
九
〇
一
）



（
U
）

（
妬
）

（
1
6
）

（
π
）

（
1
8
）

ボ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て

一
八
六

へ
一
九
〇
二
）

≦
甘
舘
8
詳
騨
D
即
。
O
・
匂な
。
応
o
噂
oo
畠

男
9
0
謎
”
固
O
総
o
ダ
鉾
ピ
即
G
9
ω
．
零
『
な
お
人
格
主
義
の
本
旨
に
つ
い
て
は
、
田
上
・
憲
法
原
論
一
一
八
頁
参
照
。

乞
甘
窟
昌
昌
り
鉾
即
●
ρ
oo
・
ご
国
9
日
弩
ぎ
薗
．
四
■
ρ
oo
・
お
嚇
ピ
程
磐
一
騨
氏
日
Φ
甘
る
．
評
O
．
ω
．
に
。
●

乞
な
唱
o
昌
o
ざ
鉾
些
9
ψ
げ

客
甘
づ
o
呂
o
卸
鉾
錯
9
砕
o
o
嚇
竃
即
甕
・
ご
牙
一
寧
孕
O
o
●
ρ
¢
旨
。
人
間
の
尊
嚴
の
債
値
は
、
す
べ
て
の
人
間
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
抽
象
的
（
潜

　
在
的
）
な
賓
現
の
可
能
性
を
意
味
す
る
。
な
お
、
累
甘
訂
♂
ダ
O
目
冒
身
9
『
霊
”
幹
一
鳶
∴
国
9
爵
9
岱
冒
夢
鐸
鉾
O
．
Ω
．
お
’

（
19
）
　
属
甘
唱
O
昆
O
q
℃
鉾
螢
●
ρ
ω
。
o
o
●

（
2
0
）
　
国
薗
B
畏
日
｝
鉾
釦
。
O
●
Oo
●
諺
嚇
乞
甘
唱
O
目
函
o
ざ
薗
●
薗
．
9
ω
・
oo
嚇
冒
餌
b
騎
O
一
島
“
匹
o
甘
”
曽
●
箇
■
O
●
幹
嶺
O
。

（
雛
）
旨
餌
昌
寒
ピ
悌
昌
卑
90
・
鉾
9
¢
旨
嚇
竃
薗
β
瞬
O
崔
寸
困
O
甘
讐
鉾
勲
9
¢
一
9
嚇
国
餌
9
斜
昌
9
鐸
釦
ρ
¢
認
“
ご
O
β
圓
O
翼
ぼ
ー
ミ
霞
艮
O
貯
P
蓼O
．
騨

　
ρ
の
ド
ハ
ー
マ
ソ
は
、
こ
の
ほ
か
に
傳
染
病
患
者
、
廠
藥
患
者
の
保
護
も
考
え
て
い
る
。

（
22
）

（
2
3
）

（
2
4
）

（
2
5
）

（
2
6
）

］
蕾
毒
辱
ご
窪
お
一
鉾
鉾
ρ
ω
．
誌
二
冨
昌
o
妻
寧
笥
o
旨
一
爵
9
鐸
騨
ρ
¢
評
匡
餌
目
欝
夢
鐸
釦
ρ
幹
鐸

乞
首
唱
O
呂
O
ざ
oo
●
鉾
O
・
田
●
o
o
嚇
旨
90
昌
四
〇
髭
“
国
一
〇
甘
燈
魯
●
即
。
O
。
ロ
．
一
㎝
O
．

欝目尽H蚤旨

寧
癖
評
9
¢
冨
．

蚕奪ご

鐸
巳
寧
即
．
薗
●
O
。
oo
．
謹
．

蜜
麟
5
寒
ご
葎
凶
寧
騨
鉾
ρ
¢
に
●
な
お
死
髄
に
は
人
問
の
尊
嚴
を
認
め
な
い
も
の
と
し
て
、
Z
甘
唱
o
呂
o
ざ
勲
鉾
ρ
卯
劇
曽
卜
”
目
・

O
．
こ
れ
は
現

　
に
生
存
し
て
い
る
者
の
み
を
尊
嚴
の
主
髄
と
す
る
の
で
あ
る
。

（
2
7
）
冒
曽
奪
ピ
響
薗
攣
鉾
9
幹
一
9
蜜
署
o
呂
昌
る
茄
●
ρ
の
」
。。
弗
嚇
国
薗
屋
胃
目
る
る
●
O
』
為
庶
旨
目
磐
髭
“
困
①
営
る
魯
●
O
●
ψ
温
篤

　
一
般
個
人
問
に
も
拘
束
力
を
認
め
て
い
る
。

（
2
8
）
　
冨
縄
馨
臼
蚤
且
寧
印
●
薗
●
O
．
Oo
●
一
鳶
●

（
2
9
）
　
竃
9
昌
旨
函
蚤
昌
寧
即
●
o
o
。
O
●
幹
一
伊
一
需
●

（
釦
）
　
国
＜
O
蝉
国
島
。
尉
ψ
さ
ε
旨
90
目
日
呼
ご
郡
昌
寧
騨
90
。
9
幹
嶺
矯
乙
ご
R
日
Φ
笥
甘
・
胡
o
鍔
ざ
犀
ρ
鐸
鐸
O
●
砕
oo
嚇
乞
甘
唱
Φ
呂
o
ざ
四
．
鐸
O
●
幹
応

0
5

　
冨
β
o
q
O
固
“
国
一
〇
甘
”
鉾
騨
ρ
の
●
一
器
鴎
乙
属
O
目
鐘
F
9
●
即
・
O
●
ψ
謹
嚇
≦
ぼ
嘗
甘
『
り
O
霊
昌
晋
8
げ
φ
9
00
．
旨
嚇
旨
g
麟
b
㌍
oo
酔
餌
加
駐
器
O
ザ
計
oロ
．
O
直
。

　
ま
た
田
＜
Ω
輿
b
傷
●
評
¢
応
o
応
o
一
は
、
映
養
監
督
の
藝
術
的
人
問
的
な
生
存
の
全
面
的
な
否
定
を
算
嚴
の
侵
害
と
み
て
い
る
。

（
3
1
）
　
疑
巨
辱
日
》
悌
凝
鱒
鉾
鉾
O
．
の
●
3
㎞
客
な
℃
o
呂
o
寧
鉾
増
・
9
ψ
潭
翰
・



（
3
2
）
痔
薄
累
昌
o
曙
る
る
．
ρ
甲
置
戸
昌
鉾
爵
鵡
。
馨
白
畳
る
る
・
O
あ
」
罠
．
剴
壁
昆
昌
も
●
暫
ρ
幹
試
“
蜜
署
豊
。
気
も
・
夢

　
O
。
m
●
◎o
O
鴎
●

（
33
）
　
琶
磯
o
固
“
国
一
爵
”
Oo
・
一
鵠
U
客
甘
霊
昌
o
ざ
暫
●
m
●
O
。
oo
。
脚
O
抽

（
3
4
）
　
痔
臼
日
呼
ご
鄭
鼠
寧
鐸
蓼o
・
O
●
肱
●
一
〇
〇
抄

（
3
5
）
　
冨
毫
ご
牙
貫
り
碧
釦
ρ
Oo
．
お
哺
●
こ
こ
で
は
人
工
授
精
の
人
問
性
侵
害
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
安
樂
死
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
2
な
層
o
呂
o
ざ
．

　
9
●
胆
・
O
．
ω
。
鵠
O
・

（
3
6
）
　
国
＜
O
蝉
国
畠
。
ρ
ω
．
刈
論
・
切
昏
‘
ロ
等
H
蚤
旨
寧
餌
●
凶
．
ρ
oo
・
応
3
ピ

（
翫
）
信
聲
日
雫
ピ
牙
貫
讐
”
◎
餌
．
O
．
oo
。
鱒
ご
国
鶴
四
〇
匡
貯
－
困
o
営
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釦
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嶺
ご
Z
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署
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呂
①
ざ
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oo
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㎝
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．
四
　
人
間
の
尊
嚴
と
生
存
の
保
障

　
人
間
の
奪
嚴
が
、
人
間
の
精
紳
的
な
債
値
に
つ
い
て
成
立
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
人
間
の
生
存
に
と
つ
て
必
要
な
實
質
的
な
生
活
財
の
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

と
無
關
係
に
認
め
ら
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
も
し
尊
嚴
が
軍
に
倫
理
道
徳
的
な
精
神
的
な
債
値
の
範
園
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も

こ
の
黙
の
み
が
彊
調
さ
れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
奪
嚴
の
保
障
は
、
精
紳
的
に
は
高
度
の
意
義
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
が
現
實
の
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

生
活
の
な
か
に
實
現
さ
れ
得
な
い
と
す
れ
ば
、
室
虚
な
宣
言
に
止
ま
り
、
憲
法
と
し
て
の
意
義
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
よ
う
に

人
間
は
共
同
肚
會
の
な
か
に
生
活
し
、
そ
の
生
存
の
た
め
に
は
相
互
依
存
の
關
係
に
あ
つ
て
、
各
人
は
決
し
て
孤
立
し
た
存
在
で
は
あ
り
得
な
い

の
で
あ
る
が
、
憲
法
は
こ
の
よ
う
な
人
間
の
生
存
を
保
障
す
る
た
め
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
人
間
の
尊
嚴
は
、
精
紳
的
な
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

値
で
あ
る
か
ら
、
物
質
的
な
面
に
封
す
る
侵
害
の
み
で
は
、
直
ち
に
尊
嚴
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
人
間
に
値

す
る
生
活
條
件
と
し
て
の
必
要
最
少
限
度
の
物
資
が
確
保
さ
れ
て
い
な
く
て
は
、
人
間
は
そ
の
奪
嚴
に
ふ
さ
わ
し
い
生
活
を
い
と
な
む
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

き
な
い
。
す
な
わ
ち
祉
會
生
活
の
な
か
で
、
人
間
固
有
の
人
格
形
成
の
自
由
な
到
断
と
そ
の
能
力
に
よ
り
、
非
人
閲
的
な
要
因
を
克
服
し
て
人
間

本
來
の
精
紳
的
な
債
値
を
實
現
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
は
や
人
間
と
し
て
生
活
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
動
物
的
な
存
在
に
す
ぎ
な
い
も
の

　
　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
七
　
　
　
（
一
九
〇
三
）



　
　
　
ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
＃
酸
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
八
　
　
　
（
一
九
〇
四
）

と
な
つ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ロ

　
そ
こ
で
人
閥
の
尊
嚴
は
、
さ
ら
に
肚
會
的
法
治
國
家
の
原
理
と
の
闘
蓮
に
お
い
て
考
察
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
第
一
條
第
咽

項
の
奪
嚴
の
宣
言
か
ら
、
直
ち
に
生
存
の
保
障
に
闘
す
る
肚
會
的
な
基
本
権
が
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
間
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
も
ワ
イ
マ
ー
ル
憲
法
や
バ
イ
エ
ル
ソ
州
憲
法
等
の
規
定
と
比
較
し
て
、
肚
會
穫
に
關
す
る
條
項
の
少
い
こ
と
、
さ
ら
に
肚
會
的
法
治

國
家
の
宣
言
が
、
ボ
ソ
基
本
法
の
國
家
組
織
に
闘
す
る
章
の
な
か
に
あ
つ
て
、
基
本
穫
と
は
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
を
考
慮
す
る
な
ら

ば
、
生
存
の
保
障
を
内
容
と
す
る
肚
會
槽
的
な
基
本
構
は
、
ボ
ン
基
本
法
の
も
と
で
は
成
立
し
得
な
い
と
み
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
第

二
〇
條
お
よ
び
第
二
八
條
の
肚
會
的
法
治
國
家
の
観
念
と
の
緒
合
に
よ
り
、
人
間
の
生
存
に
關
す
る
基
本
的
條
件
を
確
保
す
る
こ
と
こ
そ
、
人
間

の
尊
嚴
を
維
持
す
る
必
要
條
件
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ぽ
、
こ
の
よ
う
な
生
活
保
障
に
つ
い
て
の
請
求
穫
を
認
め
る
こ
と
の
方
が
、
ボ
ソ
基
本
法

の
精
紳
に
そ
う
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
宣
言
だ
け
で
、
こ
れ
か
ら
直
ち
に
一
定
の
生
活
資
金
な
い
し
は
生

活
資
材
の
支
給
を
、
國
家
か
ら
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
具
饅
的
な
生
活
扶
助
に
闘
す
る
請
求
構
の
詳
細
な
内
容
ま
で
も
、
確
定
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、
よ
り
具
髄
的
な
内
容
を
法
令
に
よ
つ
て
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
當
然
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
人
間
に
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
生
活
に
と
つ
て
必
要
な
最
少
限
度
の
資
材
を
、
自
ら
の
責
任
に
よ
ら
ず
に
、
自
分
自
身
で
調
達
で
き
な
く
な
つ
で
し
ま
つ
た
者
に
は
、
國
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
封
し
て
生
活
の
扶
助
を
求
め
る
穫
利
が
保
障
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
尊
嚴
の
宣
言
が
、
こ
れ
に
封
す
る
保
障

を
國
家
に
義
務
づ
け
、
さ
ら
に
肚
會
的
法
治
國
家
の
原
理
と
の
結
合
に
よ
つ
て
、
人
間
的
な
生
存
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
の
肚
會
形
成
に
つ
い

て
、
よ
り
高
度
の
國
家
の
國
民
に
封
す
る
義
務
が
確
立
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
各
人
に
こ
の
よ
う
な
援
助
を
求
め
る
講
求
構
を
、
憲
法
に
よ
つ

　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
直
接
に
保
障
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
で
、
人
間
の
尊
嚴
の
保
障
は
決
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
な
規
定
で
は
な
く
、
ま
さ

に
各
人
の
國
家
に
封
す
る
構
利
を
根
擦
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
到
例
は
、
人
間
の
尊
嚴
の
宣
言
を
も
つ
て
、
生
活
扶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

助
請
求
糟
に
棚
す
る
立
法
を
、
個
人
が
直
接
に
國
家
に
封
し
て
求
め
る
こ
と
の
で
き
る
権
利
を
根
擦
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
い
る
が
、
し



か
し
こ
の
こ
と
は
、
生
活
困
窮
者
の
基
本
法
に
も
と
づ
く
援
助
の
請
求
構
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
「
敢
會
的
法
治
國
家
と

い
う
表
現
が
、
基
本
檬
の
な
か
に
な
く
て
、
基
本
法
第
二
〇
條
（
速
邦
お
よ
び
州
）
に
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
表
現
が
、
肚
會
國
家
に
封
す
る
信
條

を
包
含
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
基
本
法
の
解
繹
の
場
合
に
、
他
の
法
律
の
解
繹
の
場
合
と
同
檬
に
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
肚
會
國
家
の
實
現
に
關
す
る
本
質
的
な
も
の
は
、
た
だ
立
法
者
の
み
が
實
施
し
う
る
の
で
は
な
い
。
立
法
者
は
、
ま
さ
に
壮
會
的
な
活
動

に
封
し
て
、
…
…
特
に
封
立
す
る
利
盆
の
調
整
と
、
…
…
相
當
め
生
活
條
件
の
同
復
の
た
め
に
努
力
す
ぺ
き
義
務
を
お
わ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
立
法
者
が
こ
の
義
務
を
恣
意
的
に
、
す
な
わ
ち
實
質
的
な
理
由
な
く
し
て
、
ゆ
る
が
せ
に
し
た
場
合
に
限
つ
て
、
こ
の
黙
か
ら
個
人
に
、
憲
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

訴
願
を
も
つ
て
訴
求
し
う
る
請
求
権
が
成
立
す
る
」
と
到
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
扶
助
を
必
要
と
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
生
存
に
必
要
な
物
資

の
最
少
限
度
を
請
求
し
う
る
権
利
が
す
で
に
法
律
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
具
饅
的
な
國
家
に
よ
る
給
付
に
つ
い
て
は
、
行

政
裁
到
手
絞
に
よ
つ
て
こ
れ
を
主
張
し
う
る
わ
け
で
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
さ
ら
に
憲
法
裁
到
所
に
お
い
て
も
憲
法
訴
願
に
よ
つ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

請
求
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
ガ
で
あ
る
。

　
も
と
よ
り
人
間
の
尊
嚴
が
、
こ
の
よ
う
な
主
旨
に
お
い
て
保
障
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
つ
て
も
、
壮
會
的
法
治
國
家
の
観
念
が
槽
力
的
な
繭

祉
國
家
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
か
ら
、
人
格
形
成
の
主
饅
は
、
あ
く
ま
で
も
個
々
の
人
間
で
あ
り
、
各
自
の
生
存
の
保
障
に
つ
い
て
も
、
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

良
身
が
ま
ず
そ
の
責
任
者
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
各
人
の
自
由
な
自
主
的
な
人
格
の
襲
展
を
保
謹
す
る
こ
と
が
、

第
一
の
要
求
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
人
間
の
奪
嚴
の
保
障
は
、
そ
の
現
代
的
な
意
義
に
お
い
て
は
、
こ
の
自
由
に
封
す
る
侵
害
の
排
除
の
み
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

は
不
十
分
で
あ
り
、
さ
ら
に
實
質
的
に
は
肚
會
的
な
生
活
の
維
持
安
定
に
關
す
る
最
少
限
度
の
要
件
が
、
確
保
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
存
の
保
障
に
關
す
る
國
家
へ
の
義
務
づ
け
は
自
分
自
身
の
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
に
封
す
る
各
自
の
責
任
を
、
國

家
的
な
扶
助
の
責
任
に
韓
嫁
す
る
こ
と
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
人
間
が
、
償
値
の
主
盟
と
し
て
の
地
位
か
ら
す
ぺ
り
落
ち
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
よ
う
な
生
存
の
危
機
に
際
し
て
は
、
國
家
は
こ
れ
を
救
濟
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
人
間
の
奪
嚴
を
維
持
し
保
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

　
　
　
　
ボ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
九
　
　
　
（
一
九
〇
蕊
）



　
　
　
ポ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
問
の
尊
般
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
〇
　
　
　
（
一
九
〇
六
）

あ
る
。
し
か
も
こ
の
場
合
に
は
、
い
か
に
生
活
困
窮
者
で
あ
る
と
い
つ
て
も
、
軍
に
國
家
的
な
保
護
政
策
の
封
象
と
し
て
の
み
こ
れ
を
取
扱
い
、

翠
な
る
客
饅
と
し
て
の
地
位
し
か
認
め
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
そ
の
者
が
、
人
問
の
尊
嚴
の
主
饅
で
あ
る
と
し
て
待
遇
し
な
け

　
　
　
　
　
（
甥
）

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
人
間
は
共
同
肚
會
の
生
活
の
な
か
に
あ
つ
て
、
相
封
立
し
て
孚
い
或
は
共
存
の
飴
地
な
く
階
級
的
に
睡
別
さ
れ
た
も

の
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
生
存
は
法
的
に
は
相
互
蓮
帯
の
扶
助
依
存
の
關
係
に
あ
る
も
の
と
し
て
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
國
家
は
、
こ
の
よ
う
な
共
同
杜
會
の
生
活
秩
序
を
形
成
す
る
に
あ
た
り
、
軍
に
個
人
間
の
孚
を
調
整
す
る
こ
と
に

よ
り
、
既
存
の
生
活
條
件
が
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
肚
會
秩
序
の
消
極
な
維
持
の
黙
に
つ
い
て
だ
け
注
目
す
る
の
で
は
な
く
、
肚
會
的
法
治
國
家

の
観
黙
か
ら
み
た
人
間
の
奪
嚴
に
封
す
る
奪
重
と
保
障
は
、
さ
ら
に
肚
會
の
現
實
の
生
活
の
な
か
で
肚
會
的
に
條
件
づ
け
ら
れ
た
自
由
の
主
饅
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

し
て
の
人
間
の
便
値
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
生
存
の
基
本
的
條
件
を
確
保
す
る
こ
と
を
、
使
命
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
生
存
椹

の
保
障
を
實
現
す
べ
き
國
家
機
構
は
、
消
極
的
な
自
由
の
保
障
な
い
し
は
治
安
維
持
の
た
め
の
饅
制
に
比
較
し
て
、
法
的
保
障
制
度
と
し
て
は
ま

だ
完
備
さ
れ
た
も
の
と
は
い
い
難
く
、
憲
法
理
論
と
し
て
も
、
生
存
穫
の
保
障
に
關
す
る
規
定
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
で
あ
る
と
み
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
瓶
態
に
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
肚
會
的
法
治
國
家
に
お
け
る
人
間
の
奪
嚴
の
保
障
は
、
決
し
て
こ
れ
だ
け
に
満
足
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
踊
）

で
は
な
く
、
右
の
よ
う
な
生
活
保
障
の
請
求
槽
を
、
憲
法
に
よ
つ
て
直
接
に
具
髄
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
に
あ
る
の
で
あ
る
。
ボ
ン
基
本
法
第
一

條
の
人
間
の
奪
嚴
は
、
第
二
〇
條
の
肚
會
的
法
治
國
家
の
原
理
と
と
も
に
、
第
七
九
條
に
よ
つ
て
、
そ
の
改
正
を
も
詐
さ
れ
な
い
憲
法
上
の
最
高

原
理
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
も
し
こ
の
人
問
の
奪
嚴
の
不
可
侵
に
關
す
る
宣
言
が
、
軍
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
規
定
に
止
ま
り
、
ま
た
は
こ
れ

が
軍
に
倫
理
道
徳
的
な
便
値
し
か
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
憲
法
改
正
に
よ
つ
て
も
墜
更
す
る
こ
と
が
詐
さ
れ
な
い
最
高
原

理
で
あ
る
と
し
て
ま
で
も
、
ボ
ソ
基
本
法
が
こ
れ
を
宣
言
す
る
だ
け
の
必
要
が
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
こ
れ
を
畢
な
る
宣
言
的
な
規
定
に

止
ま
る
も
の
と
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
人
間
の
奪
嚴
に
關
す
る
憲
法
上
の
保
障
は
、
な
ん
ら
實
盆
の
な
い
も
の
と
な
つ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
人



間
の
尊
嚴
が
具
鰹
的
に
實
現
さ
れ
た
姿
を
も
つ
て
と
ら
え
た
と
こ
ろ
に
、
種
々
の
基
本
椹
が
成
立
す
る
が
、
こ
れ
ら
は
直
接
有
効
な
法
と
し
て
、

立
法
行
政
司
法
の
す
べ
て
の
國
家
作
用
を
拘
束
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
各
個
人
間
の
關
係
お
よ
ぴ
國
家
以
外
の
團
髄
生
活
闘
係
に
お
い
て
も
、

人
間
の
尊
嚴
を
害
す
る
行
爲
は
、
一
切
許
さ
れ
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
生
活
關
係
を
直
接
に
規
律
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
す
べ
て
の
共
同
肚
會
生
活
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
る
人
間
の
本
質
的
な
債
値
の
保
障
は
、
決
し
て
倫
理
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
的
な
も
の
に
止
ま
る
も

の
で
は
あ
り
得
な
い
。
憲
法
を
解
繹
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
法
規
に
忠
實
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
し
か
し
そ
れ
に
よ
つ
て
確
立
さ
れ
實
現
さ

れ
る
の
は
、
法
規
そ
れ
自
饅
で
は
な
く
て
、
そ
の
中
に
包
含
さ
れ
た
法
的
債
値
す
な
わ
ち
人
間
の
奪
嚴
そ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。
ボ
ソ
基
本
法
の
精
紳
か
ら
み
て
、
人
間
の
尊
嚴
の
宣
言
嫡
人
間
の
生
存
の
保
障
に
關
す
る
講
求
穫
に
直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。

（
1
）
　
乞
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唱
o
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目
．
の
・
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．
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．

（
2
）
欝
鐸
準
一
》
麟
昌
単
国
o
β
β
幹
鱒
急
。
●

（
3
）
蜜
娼
窟
昆
o
ざ
薗
。
o
●
ρ
Oo
。
9

（
4
）
蜜
唱
o
昆
昌
る
●
o。
’
O
●
の
●
9
凶
⑳
“
崔
置
㈹
。
一
睾
困
φ
賞
即
D
9
．
O
●
の
●
麟
ご
一
蕾
冒
国
白
建
禦
9
．
即
。
ρ
の
。
鐸
謡
嚇
ミ
甘
珪
。
ン
守
冒
早

話
o
騨
9
ψ
お
鋳
一
胡
●
口
暫
屋
箪
目
o
国
9
0
5
目
碗
幽
霞
憩
目
脅
0
9
富
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ポ
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O
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な
お
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α
ミ
土
ご
O
く
噛
一
■
O
㎝
o
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暢
¢
認
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（
5
）
　
客
ゼ
唱
o
昆
o
箏
餌
。
層
。
ρ
の
●
9
旨
程
磯
o
髭
壁
国
一
〇
甘
℃
鐸
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●
O
。
ω
●
一
㎝
ご
国
器
『
o
尊
鐸
鉾
O
●
幹
蕊
恥
●

（
6
）
　
欝
G
B
辱
皇
鳳
幹
90
・
即
●
O
●
OO
。
応
o
ド

（
7
）
　
田
＜
O
国
一
劇
畠
・
一
り
ω
●
O
醐
ぬ
，

（
8
）
　
田
＜
Ω
国
噛
田
自
．
斜
o
O
●
一
〇
㎝
．

（
9
）
　
2
な
冨
昌
Φ
ざ
鉾
鉾
O
・
幹
窪
●
ほ
、
行
政
裁
劉
に
お
け
る
給
付
訴
訟
に
よ
つ
て
、
公
的
扶
助
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
ま
た
、
客
即
百
辱
U
響
尉
・

　
些
鉾
ρ
砕
鵠
抄
は
、
憲
法
上
も
訴
求
で
き
る
と
解
し
て
い
る
。

（
m
）
　
迄
一
唱
恩
O
財
島
O
ざ
騨
鉾
O
．
ロ
●
刈
。

　
　
　
ポ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
一
　
　
　
（
一
九
〇
七
）



　
　
　
ボ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
側
の
尊
最
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
二

（
鉱
）
　
切
昌
q
P
く
ご
の
酔
ピ
讐
国
。
誌
．
ω
．
“
的
・

（
珍
）
　
迄
な
窟
包
o
ざ
鉾
笛
。
O
●
の
●
刈
●

（
B
）
国
m
日
o
μ
”
鉾
口
塵
O
・
oo
・
o
o
O
協
・
脚
劉
ぼ
盛
9
り
問
§
冒
●
恥
。
卜
冨
一
“
¢
o
。
恥
・
嚇
目
餌
目
β
甲
ご
印
昌
9
帥
・
讐
O
・
の
・
誤
・

（
製
）
　
■
α
醤
・
H
6
＜
・
お
器
り
00
・
9
0
抄
は
、
第
一
條
第
一
項
よ
り
直
接
に
、
生
活
保
臆
請
求
権
を
根
擦
づ
け
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

　
鉾
O
●
oo
●
劇
㌶
●
嚇
琶
磐
髭
壁
困
O
ぼ
u
o
。
騨
O
●
ω
●
8
窪
。

（
一
九
〇
八
）

な
お
、
b
㊤
O
『
O
騰
曽
m
●

『
五
　
人
間
の
奪
嚴
の
不
可
侵
請
求
権

　
さ
て
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
た
人
間
の
尊
嚴
は
、
不
可
侵
で
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
決
し
て
、
實
定
憲
法
の
規
定
に
よ
つ

て
初
め
て
こ
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
本
來
道
徳
的
な
い
し
は
自
然
法
的
な
人
間
の
本
質
的
な
慣
値
と
し
て
す
で
に
確
立
さ
れ
て
い

（
1
）た

も
の
を
、
右
の
よ
う
な
法
的
規
定
を
通
し
て
、
實
定
憲
法
の
領
域
に
糠
受
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
便
値
を
不
可
侵
の
も
の
と
し
て
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

的
に
奪
重
す
る
こ
と
に
な
る
と
、
こ
こ
に
ま
ず
國
家
に
封
す
る
不
可
侵
の
講
求
穫
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
問
の
憤
値
は
、
實
定

法
に
よ
つ
て
創
遣
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
て
、
人
間
固
有
の
も
の
と
し
て
法
以
前
に
す
で
に
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
債
値
に
封
す

る
法
的
關
心
は
、
ま
ず
最
初
に
こ
れ
を
創
り
出
す
こ
と
で
は
な
く
て
、
そ
れ
を
維
持
す
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
封
す
る
侵
害
を
排
除
す
る
こ
と

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
人
間
の
尊
嚴
が
不
可
侵
で
あ
る
と
い
つ
て
も
、
そ
れ
に
封
す
る
侵
害
の
危
瞼
が
常
に
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、

憲
法
の
保
障
規
定
は
、
奪
嚴
に
甥
す
る
侵
害
行
爲
を
禁
止
し
、
人
間
の
債
値
を
擁
護
し
よ
う
と
す
る
努
力
の
成
果
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
法
的
努

力
の
封
象
と
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
人
間
の
尊
嚴
は
道
徳
的
な
も
の
に
止
ま
ら
ず
、
法
的
な
慣
値
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
法
的
要
求
が
向
け
ら
れ
る
の
は
、
人
間
の
生
來
の
奪
嚴
の
慣
値
に
封
す
る
不
可
侵
に
つ
い
て
の
保
障
で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
主
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

侵
害
行
爲
の
禁
止
と
し
て
の
不
作
爲
講
求
権
と
な
つ
て
實
現
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
不
可
侵
に
關
す
る
講
求
構
は
、
倫
理
道
徳
の
規

範
の
基
礎
づ
け
に
よ
つ
て
、
個
人
間
の
生
活
關
係
な
い
し
は
國
家
以
外
の
U
般
の
肚
會
關
係
に
お
い
て
は
、
ま
ず
道
徳
的
な
も
の
と
し
て
確
立
さ



　
　
　
　
（
4
）

れ
て
い
る
か
ら
、
さ
ら
に
こ
れ
を
憲
法
が
宣
言
す
る
目
的
は
、
ま
ず
國
家
に
封
し
て
そ
の
椹
力
に
よ
る
侵
害
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

請
求
槽
を
法
的
に
確
保
す
る
こ
と
に
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
こ
の
黙
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
人
間
の
尊
嚴
の
内
容
は
、
ま
ず
國
家
穫
力

の
干
渉
か
ら
の
自
由
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
攻
に
人
間
の
奪
嚴
の
奪
重
は
、
個
人
間
の
生
活
關
係
な
い
し
は
一
般
の
批
會
關
係
に

お
い
て
も
営
然
に
要
求
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
人
間
の
尊
嚴
が
他
人
の
行
爲
に
よ
つ
て
侵
害
さ
れ
た
な
ら
ぱ
、
法
的
に
は
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

家
に
封
し
て
そ
の
擁
護
を
講
求
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
人
間
の
尊
嚴
の
法
的
保
障
は
、
こ
の
黙
に
お
い
て
國
家
に
封
す
る
保
護
請

求
権
を
伴
う
も
の
で
あ
り
、
ボ
ソ
基
本
法
第
一
條
第
一
項
衝
段
が
、
こ
れ
を
奪
重
し
保
護
す
る
こ
と
は
す
べ
て
の
風
家
櫨
力
の
義
務
で
あ
る
と
規

定
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
主
旨
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
人
間
の
尊
嚴
に
封
す
る
尊
重
お
よ
び
保
障
の
國
家
的
な
義
務
と
の
關
蓮
に
お
い
て
、
人
間
の
尊
嚴
に
關
す
る
請
求
穫
の
内
容
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

て
、
ま
ず
繍
般
的
な
主
要
な
基
本
穫
（
国
即
唇
酔
鴨
彊
身
8
騨
）
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
一
般
的
な
主
要
な
櫨
利
の
観
念
は
、
前
に
の
べ
た
よ

う
に
ク
ラ
イ
ソ
が
、
人
間
の
尊
嚴
の
債
値
の
動
態
的
な
面
を
表
わ
す
第
二
條
第
一
項
の
人
格
の
自
由
な
褒
展
と
の
結
合
に
お
い
て
、
實
質
的
な
主

要
基
本
権
（
昌
欝
且
色
窪
属
口
ξ
酔
鴨
9
脅
8
詳
）
の
概
念
を
構
成
し
、
こ
れ
を
第
一
九
條
第
四
項
の
裁
剣
的
な
権
利
保
障
の
一
般
的
條
項
に
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

づ
く
形
式
的
な
（
ま
冒
色
）
主
要
基
本
構
と
封
比
さ
せ
て
読
明
し
て
い
た
が
、
彼
自
身
こ
の
見
解
を
攣
更
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
基
本
穫
の
成
立
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

一
般
的
な
根
擦
と
し
て
、
こ
の
観
念
が
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
デ
ュ
リ
ッ
ヒ
は
、
ま
ず
人
間
の
尊
嚴
に
關
す
る
便
値
請
求
穫
の
内
容
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

て
、
第
二
條
第
一
項
と
の
結
合
に
よ
り
、
主
要
な
自
由
椹
（
出
器
冨
塾
o
岸
露
甜
お
。
ぎ
）
の
成
立
を
と
き
、
さ
ら
に
第
三
條
第
一
項
の
李
等
條
項
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

の
關
蓮
に
お
い
て
、
主
要
な
李
等
椹
（
国
鶏
冨
範
亀
彦
o
綜
目
8
冨
）
の
観
念
を
も
認
め
て
い
る
。
各
條
文
に
基
本
椹
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る
種

々
の
自
由
は
、
一
般
的
な
主
要
な
自
由
穗
の
個
別
的
な
現
象
形
態
に
す
ぎ
ず
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
國
家
権
力
に
よ
る
侵
害
が
あ
つ
た
と
い
う
こ

れ
ま
で
の
歴
史
的
な
経
験
に
も
と
づ
い
て
、
そ
れ
ら
の
保
障
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
人
間
の
人
格
の
自
由
な
嚢
展
は
、
こ
れ
ら

の
憲
法
條
文
に
表
示
さ
れ
た
自
由
の
範
園
の
み
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
の
廣
範
な
自
由
の
生
活
領
域
が
、
人
間
の
奪
嚴
に
も
と
づ
く

　
　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
三
　
　
　
（
一
九
〇
九
）



　
　
　
ボ
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
四
　
　
　
（
一
九
一
〇
）

人
格
の
自
由
な
襲
展
と
し
て
保
障
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
デ
ュ
リ
ッ
ヒ
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
廣
い
自
由
の
不
可
侵
請
求
椹
が
、
人
間
の
尊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
皿
）

嚴
の
償
値
鰹
系
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
彼
は
、
こ
れ
と
同
じ
よ
う
な
考
察
に
よ
つ
て
、
第
三
條
第
一
項
の
李
等
の
原
理
と
の
關
蓮
か
ら
、
前
蓮
の
よ
う
に
主
要
な
李
等
椹
が
認

め
ら
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
李
等
の
原
理
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
劃
断
に
お
け
る
窮
極
の
準
則
で
あ
る
が
、
こ
の
李
等
に
關
す
る
具
趙

的
な
法
的
規
定
が
訣
け
て
い
る
場
合
ま
た
は
不
十
分
な
場
合
に
は
、
人
間
の
尊
嚴
は
、
第
三
條
第
一
項
の
李
等
原
理
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
珍
）

に
封
す
る
李
等
な
待
遇
の
保
障
を
直
接
に
根
擦
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
尊
嚴
の
慣
値
が
す
べ
て
の
人
間
に
齢
厨
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
を
萬
人
に
封
し
て
保
障
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
人
間
の
贋
値
は
同
等
の
も
の
と
し
て
評
債
さ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
．
從
つ

て
も
し
こ
れ
に
反
し
て
差
別
待
遇
が
な
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
不
利
盆
を
う
け
た
者
に
封
し
て
、
そ
の
奪
嚴
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て

法
的
救
濟
か
あ
た
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
一
般
的
な
主
要
な
李
等
椹
と
い
i
観
念
を
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
人
間
の
尊
嚴
の
宣
言
は
、
す
べ
て
の
人
閲
の
奪
嚴
性
に
封
し
て
均
等
な
保
障
を
實
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
だ
か

ら
で
あ
る
。
人
間
の
奪
嚴
の
保
障
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
實
質
的
な
一
般
的
な
主
要
基
本
槽
の
成
立
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
人
間

の
本
質
的
な
債
値
に
も
と
づ
く
人
穫
お
よ
び
こ
れ
を
よ
り
具
髄
的
個
別
的
に
と
ら
え
た
基
本
擢
に
關
す
る
保
障
は
、
人
間
の
奪
嚴
の
便
値
の
保
障

と
別
個
の
も
の
で
は
な
い
。
確
か
に
憲
法
に
具
饅
的
な
基
本
穫
の
保
障
規
定
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
保
障
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
直
接
に
根
擦
づ
け

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
人
間
の
奪
嚴
の
慣
値
鰹
系
は
、
個
々
の
基
本
穫
の
規
定
に
よ
つ
て
個
別
的
な
も
の
に
分
離
せ
し
め
ら
れ
て
い
る

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
包
括
的
な
一
饅
を
な
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
人
間
の
奪
嚴
に
關
す
る
規
定
は
、
こ
の
慣
値
髄
系
全

般
に
わ
た
つ
て
法
的
保
障
を
實
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
．
こ
の
不
可
侵
の
宣
言
を
通
し
て
、
人
澗
の
生
來
の
本
質
的
な
償
値
お
よ
び
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
路
）

の
具
饅
的
な
實
現
の
す
べ
て
に
封
し
て
、
遺
漏
の
な
い
保
障
の
禮
制
を
構
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
規
定
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
ボ

ソ
基
本
法
第
七
九
條
に
よ
つ
て
、
そ
の
改
正
を
許
さ
れ
な
い
最
高
の
憲
法
原
理
で
も
あ
る
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。



　
こ
の
よ
う
な
人
間
の
奪
嚴
に
封
す
る
不
可
侵
の
請
求
穫
は
、
奪
嚴
に
封
す
る
尊
重
の
義
務
と
し
て
侵
害
の
絶
甥
的
な
禁
止
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
積
極
的
に
は
そ
の
保
護
を
國
家
に
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
現
代
的
な
特
質
と
し
て
の
生
存
の
保
障
の
部
分
に
つ

い
て
は
、
す
で
に
の
ぺ
た
。
と
こ
ろ
で
こ
の
侵
害
の
絶
封
禁
止
は
、
國
家
槽
力
に
封
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
一
般
個
人
の
生
活
闘
係
に
お
い
て
も

當
然
に
各
個
人
の
行
爲
に
封
し
て
法
的
拘
東
力
を
お
よ
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
に
國
家
は
、
こ
の
よ
う
な
侵
害
か
ら
人
間
の
奪
嚴
を
積
極

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
踊
）

的
に
擁
護
す
べ
き
義
務
を
お
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
法
秩
序
の
維
持
形
成
に
あ
た
つ
て
、
國
家
権
力
そ
れ
自
饒
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
以

外
の
も
の
に
よ
つ
て
も
、
人
間
の
奪
嚴
に
封
す
る
侵
害
が
な
し
得
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
國
家
は
法
的
規
律
を
確
保
す
べ
き
義
務
が
あ
る
の

で
あ
る
。
そ
れ
故
に
他
人
の
奪
嚴
を
害
す
る
よ
う
な
行
爲
を
放
置
す
ぺ
き
で
は
な
く
、
國
家
は
一
般
に
す
べ
て
の
者
の
人
間
の
奪
嚴
を
保
謹
す
る

た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
侵
害
行
爲
を
排
除
す
べ
き
義
務
を
お
う
の
で
あ
る
が
、
國
家
の
國
民
に
封
す
る
こ
の
義
務
を
果
す
た
め
の
必
要
な
手
段
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
お
）

し
て
、
國
家
の
警
察
穗
が
、
憲
法
上
こ
の
黙
か
ら
根
擦
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
つ
て
警
察
穫
の
窮
極
の
目
的
は
人
間
の
尊
嚴
の
保
障

で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
人
が
、
そ
の
人
間
の
奪
嚴
に
野
す
る
侵
害
の
防
禦
の
た
め
に
、
國
家
に
封
し
て
積
極
的
な
保
護
活
動
を
求
め
う
る
と

い
う
こ
と
は
、
こ
れ
に
慮
ず
べ
き
國
家
の
側
か
ら
み
れ
ば
、
國
民
に
封
し
て
そ
の
保
障
義
務
を
忠
實
に
果
す
た
め
に
、
必
要
な
手
段
が
あ
た
え
ら

れ
、
そ
の
義
務
履
行
の
可
能
性
が
承
認
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
な
け
れ
ば
、
國
家
に
封
す
る
各
人
の
保
護

講
求
穫
は
實
盆
の
な
い
も
の
に
な
つ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
警
察
櫨
の
存
在
理
由
は
、
ま
さ
に
こ
こ
に
あ
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
人
間
の
尊
嚴

を
保
護
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
國
家
機
關
の
義
務
で
あ
り
、
奪
嚴
が
侵
害
さ
れ
ま
た
は
そ
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
こ
れ
を
豫
防

し
、
な
い
し
は
こ
れ
を
同
復
せ
し
め
る
た
め
の
積
極
的
な
措
置
を
直
接
に
旛
當
す
る
行
政
機
關
に
と
つ
て
、
右
の
効
果
を
澹
保
す
る
た
め
の
警
察

権
は
不
可
飲
の
も
の
で
あ
り
、
國
家
が
警
察
的
な
彊
制
庭
分
を
な
し
う
る
法
的
根
擦
が
こ
こ
に
あ
た
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
警
察
椹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ

の
存
立
の
基
礎
が
、
生
命
身
髄
財
産
等
に
封
す
る
侵
害
の
危
瞼
を
排
除
し
て
、
人
間
の
尊
嚴
を
擁
護
す
る
こ
と
に
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
警
察
槽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
欝
）

は
本
來
人
間
の
尊
嚴
の
榎
値
と
封
立
的
な
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
　
　
　
（
ゆ
九
一
一
）



　
　
　
ボ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
奪
鹸
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
六
　
　
　
（
一
九
一
二
）

　
と
こ
ろ
で
現
實
に
は
、
こ
の
よ
う
な
警
察
櫨
に
よ
る
取
締
に
封
し
て
は
、
個
人
の
自
由
を
根
擦
と
す
る
烈
し
い
反
封
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
封
立
は
、
ボ
ソ
基
本
法
の
主
旨
に
お
い
て
ぱ
、
ど
の
よ
う
に
到
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合
の
鋼
断
の

蕩
準
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
は
、
人
澗
の
奪
嚴
の
慣
値
で
あ
り
、
こ
の
結
果
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
償
値
の
主
饅
で
あ
る
個
人
の
主
導
構
と
い
う
も

の
が
常
に
考
慮
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
人
格
形
成
の
主
饅
と
し
て
の
個
人
の
、
責
任
あ
る
行
爲
の
自
由
に
封
す
る
尊
重
の
精

紳
を
も
つ
て
鋼
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
法
治
國
家
の
要
求
と
し
て
、
國
家
秩
序
の
中
心
に
は
個
人
が
お
か
れ
る
べ
き
で

（
盟
）

あ
り
、
個
人
の
責
任
あ
る
自
己
剣
断
に
も
と
づ
く
自
制
が
、
奪
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
國
家
機
闘
は
、
こ
の
よ
う
な
封
立
に
際
し
て
は
、
個

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
認
）

人
の
側
に
有
利
な
そ
し
て
人
間
の
奪
嚴
を
優
先
的
に
考
慮
す
る
よ
う
な
態
度
が
望
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
人
間
の
奪
嚴
と
そ
の
本
質
を

形
成
す
る
自
由
の
慣
値
は
不
可
侵
で
あ
り
、
ヒ
れ
に
封
す
る
法
的
制
約
は
、
で
き
る
だ
け
こ
れ
を
加
え
な
か
の
が
原
則
で
あ
り
理
想
で
あ
つ
て
、

こ
れ
に
反
し
て
國
家
機
關
の
行
爲
は
、
法
的
に
制
約
さ
れ
義
務
づ
け
ら
れ
る
の
が
原
則
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
警
察
権
の
根
櫨
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
人
間
の
奪
嚴
に
も
と
づ
く
憲
法
上
の
必
然
的
な
結
論
と
し
て
、
警
察
比
例
の
原
則
が
考
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
）

れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
自
由
に
封
す
る
制
限
が
人
間
の
尊
嚴
の
擁
護
の
た
め
に
や
む
を
得
な
い
必
要
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
つ
て

も
、
決
し
て
無
制
限
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
相
封
立
す
る
利
盆
主
張
の
調
整
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
彊
制
手
段
お
よ
ぴ
こ
れ
に
よ
つ
て

各
人
が
う
け
る
自
由
に
封
す
る
干
渉
の
度
合
と
、
残
さ
れ
る
自
由
の
範
園
お
よ
び
こ
れ
ら
の
取
締
を
必
要
と
す
る
杜
會
的
意
義
と
の
比
較
が
、
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
⑳
）

に
趨
正
に
な
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
現
實
に
と
ら
れ
る
べ
き
取
締
手
段
は
、
事
態
牧
拾
の
目
的
達
成
の
た
め
に
必
要
と
考
、
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
班
）

れ
ゐ
も
の
の
な
か
で
、
最
も
自
由
に
封
す
る
干
渉
の
程
度
の
少
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
し
、
こ
の
黙
で
目
的
と
そ
の
た
め
の
手
段
と
は
常
に
均

衡
を
保
持
し
て
い
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
行
政
法
の
領
域
に
お
い
て
は
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
人
間
の
尊
嚴
に
封
す
る
奪
重
保
障
の
主
旨
か
ら
み
れ
ぱ
、
ま
さ
に
憲
法
上
の
基
本
原
則
と
し
て
も
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
到
断
の
塞
準
に
も
と
づ
“
て
、
個
人
の
自
由
の
側
か
ら
す
る
主
張
と
國
家
の
警
察
的
な
取
締
と
の
封
立
の
場
合
に
は
、
い
ず
れ
が
人
間



の
尊
嚴
の
尊
重
の
主
旨
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
か
を
決
定
し
、
も
し
個
人
の
構
利
主
張
が
、
無
責
任
な
も
の
で
あ
つ
て
窮
極
に
お
い
て
奪
嚴
の

慣
値
を
害
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
制
約
す
る
國
家
の
槽
力
行
使
は
、
正
當
な
も
の
で
あ
る
と
h
わ
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
ま
た
警

察
権
の
行
使
が
、
人
間
の
奪
嚴
を
尊
重
し
保
護
す
べ
き
警
察
本
來
の
目
的
か
ら
逸
脆
し
、
比
例
原
則
に
反
し
て
取
締
が
必
要
の
限
度
を
こ
え
て
い

る
な
ら
ば
、
入
問
の
尊
嚴
の
保
障
の
た
め
の
國
家
権
力
は
、
逆
に
こ
れ
に
封
す
る
侵
害
の
た
め
に
行
使
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
正
當
性

の
根
擦
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
警
察
櫨
の
行
使
が
、
人
間
の
奪
嚴
の
擁
護
の
主
旨
か
ら
剣
断
し
て
、
こ
れ
と
相
容
れ
な
い
も
の

で
あ
る
な
ら
ば
、
國
家
は
そ
の
奪
重
保
障
義
務
に
封
す
る
蓮
反
を
侵
し
た
こ
と
に
な
り
、
被
害
者
は
そ
の
救
濟
を
訴
求
し
う
る
こ
と
は
當
然
で
あ

る
。
け
れ
ど
も
警
察
櫨
の
行
使
が
右
の
主
旨
か
ら
み
て
、
正
當
な
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
各
人
が
こ
れ
に
も
と
づ
く
警
察
上
の
命
令
禁
止
に
服
す

る
こ
と
は
、
決
し
て
人
間
の
尊
嚴
を
自
ら
放
棄
し
、
奪
嚴
に
封
す
る
侵
害
を
承
諾
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
尊
嚴
の
便
値
を
確
保
す
る
こ
と
の

た
め
に
當
然
の
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
昏
躍
o
鼠
壁
国
H
書
・
国
o
目
甘
・
Oo
・
置
9
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ボ
ソ
基
本
法
は
、
こ
の
第
一
條
の
規
定
に
よ
つ
て
法
實
謹
主
義
か
ら
の
斡
換
を
し
め
し
て
い

　
　
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
2
な
冨
髭
o
ざ
Ω
国
昌
り
ψ
応
o
曽
鳳
嚇
国
暫
目
四
目
目
暢
国
o
昌
野
ψ
認
・

　
（
2
）
　
浮
冒
累
属
箏
国
o
目
9
。
ψ
窪
．
人
問
の
尊
嚴
に
封
す
る
要
求
は
、
稜
極
的
な
債
値
の
創
造
よ
り
も
、
ま
ず
侵
害
さ
れ
な
い
こ
と
に
封
す
る
要
求
淋
主

　
　
嬰
な
も
の
で
あ
る
。
尊
重
す
る
（
鶴
ゲ
言
β
）
と
は
、
こ
の
主
旨
で
あ
る
。
な
お
剣
例
と
し
て
、
国
＜
O
蝉
国
勲
ど
oo
．
一
宝
滲
照
。

　
（
3
）
］
旨
琶
ご
雌
卦
野
o
。
●
鉾
9
幹
鳶
国
ロ
昆
躍
噂
国
。
β
日
．
ψ
刈
劇
。

（
4
）
蜜
唱
需
呂
聲
鈎
・
鉾
o
。
ψ
。
詐
昏
9
甲
ピ
雌
暑
る
も
●
o
●
の
』
●

　
（
5
）
蒼
鎧
＆
壁
困
o
一
ロ
る
●
鉾
O
●
ψ
奮
詐
欝
β
寒
b
置
騎
る
る
，
ρ
の
」
や

　
（
6
）
　
第
二
章
註
（
3
6
）
参
照
。

　
（
7
）
羅
昏
磐
固
壁
困
。
甘
る
る
．
b
●
砕
に
鐸
F
言
目
壺
田
」
β
§
。

　
（
8
）
　
濱
一
憲
呂
o
ざ
即
．
餌
●
ρ
の
●
昌
庸
’
切
口
四
日
鶴
5
℃
騨
．
薗
●
O
●
a
●
認
●

　
（
9
）
蜜
即
景
ピ
郎
凝
噂
騨
●
餌
●
O
．
ψ
罷
●

　
（
m
）
　
昏
撃
ご
麟
凝
り
鉾
鉾
O
．
の
、
o
o
●

　
　
　
　
竃
ソ
墓
本
法
に
お
け
る
人
問
の
尊
鰻
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
　
　
　
（
一
九
コ
う



　
　
　
ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
八
　
　
　
（
一
九
一
四
）

（
n
）
　
崔
ロ
舘
目
“
轟
》
餅
鉱
O
q
り
鉾
釦
O
。
む0
．
Go
暢
G
o
惰
●
り
O
．
な
お
ミ
首
葺
ざ
ン
の
国
嚢
ロ
魯
8
ザ
砕
O
℃
ψ
㎝
篤
一
乙
島
O
謎
昌
国
窪
詰
O
》
ン
捗
卜
b
9
“
砕
一
崩
。

（
招
）
　
昏
毒
帆
ロ
鄭
議
寧
牌
●
餌
●
O
●
o駐
・
oo●

（
1
3
）
　
旨
⑫
日
辱
ピ
伊
旨
寧
o
o
・
鉾
9
幹
o
o
鉾
嚇
■
α
f
d
O
～
¢
鵠
O
は
、
特
に
穫
利
に
封
す
る
完
全
な
保
瞳
を
主
張
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
U
）
　
昏
属
ロ
辱
H
浮
滋
夢
箇
●
四
．
O
・
の
●
鳶
’
昏
β
m
o
固
“
困
o
営
一
騨
国
。
O
●
m
●
誤
鶴
引
乞
甘
づ
o
昆
o
ざ
騨
”
。
O
●
a
●
図
o
o
層

（
巧
）
　
国
讐
β
田
日
・
9
0
・
鉾
9
¢
誤
騨
“
乞
な
唱
o
包
o
ざ
勲
鉾
O
●
幹
9
N
oo
．
こ
れ
ら
は
、
警
察
穫
の
根
擦
を
人
間
の
尊
嚴
の
保
障
に
も
と
め
る
に
封
し
、

　
ご
普
骨
は
、
第
二
條
第
一
項
と
の
關
係
に
お
い
て
認
め
る
の
そ
あ
る
。
ご
庁
蒔
り
臣
α
製
お
り
ψ
零
鋳
（
①
苗
鉾
）

（
鳩
）
　
国
皿
唱
”
甲
b
節
H
蒔
り
薗
●
o
●
O
。
ψ
的
㎝
。

（
π
）
　
濱
首
窟
呂
0
3
口
。
鉾
O
●
の
●
O
臨
●

（
1
8
）
　
属
聲
も
o
包
o
単
鉾
鉾
O
。
Oo
．
鵠
oo
“
胡
甘
誹
一
〇
ン
国
①
ロ
駐
o
ず
H
●
ゆ
。
ト
づ
O
一
“
幹
①
●

（
19
）
　
罰
甘
汀
ぱ
ン
鉾
釦
9
ω
・
ド
な
お
田
上
・
公
共
の
漏
証
と
比
例
原
則
（
ジ
昌
リ
ス
ト
ニ
O
八
號
）
八
頁
以
下
滲
照
。

（
⑳
）
　
譲
帥
口
け
昌
O
ン
帥
。
”
。
O
。
幹
ド

（
雛
）
　
≦
仔
汀
♂
ン
鉾
胆
●
9
0ロ
．
醐
。

六
　
結

語

法
の
便
値
盟
系
の
中
心
と
し
て
、
個
々
の
人
間
を
考
え
る
べ
き
か
、
或
は
超
個
人
的
な
全
饅
の
優
越
を
考
え
る
べ
き
か
。
ボ
ソ
基
本
法
の
人
間

の
奪
嚴
に
關
す
る
宣
書
は
、
人
間
の
自
然
法
的
な
固
有
の
債
値
の
保
障
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
こ
の
超
實
定
法
的
な
償
値
を
低
下
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
め
る
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
法
的
に
は
、
こ
れ
に
封
し
て
最
高
度
の
實
質
的
な
保
障
を
實
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ボ
ン
基

本
法
の
最
高
指
導
原
理
に
よ
る
な
ら
ば
、
國
法
秩
序
お
よ
び
法
的
領
値
饅
系
の
中
心
に
は
、
尊
嚴
の
債
値
の
主
髄
で
あ
る
個
々
の
人
間
が
お
か
れ

る
べ
き
こ
と
は
、
明
白
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
慣
値
は
、
自
由
な
自
ら
の
責
任
あ
る
鋼
断
に
よ
る
人
格
形
成
の
能
力
を
本
質
的
に
そ
な
え
た
精
紳

的
な
主
燈
と
し
て
の
人
聞
を
、
ま
さ
に
奪
重
す
る
に
値
す
る
も
の
と
認
め
さ
せ
る
べ
き
根
本
的
な
債
値
で
あ
つ
て
、
人
問
の
尊
嚴
こ
そ
法
的
な
最

高
の
榎
値
で
あ
る
と
し
、
國
法
秩
序
は
、
こ
の
保
障
の
た
め
に
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
老
え
ら
れ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
各
人
に



封
し
て
獅
自
の
責
任
あ
る
人
格
形
成
の
活
動
を
も
つ
て
、
人
間
の
奪
嚴
を
實
現
し
う
る
よ
う
な
生
活
領
域
を
保
障
す
る
た
め
に
、
そ
し
て
人
間
が

権
力
支
配
の
た
め
の
乎
段
と
し
て
利
用
さ
れ
、
こ
れ
に
屈
從
す
る
こ
と
を
蝕
儀
な
く
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
に
、
法
秩
序
が
築
き

　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
人
間
を
孤
立
し
た
存
在
と
し
て
考
え
ず
、
共
同
杜
會
の
現
實
的
な
結
合
關
係
の
な
か
で
と
ら
え
る
な
ら
ば
、
奪
嚴
の
債
値
は
、
ま
ず
各
人
が
各

人
の
人
格
形
成
の
生
活
領
域
を
尊
重
し
、
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
相
互
間
の
生
活
活
動
の
境
界
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
保
障
さ
れ
る
こ
と
に

　
（
3
）

な
る
。
何
人
も
人
間
の
奪
嚴
を
奪
重
し
て
こ
れ
を
侵
害
せ
ず
、
相
互
に
人
格
の
尊
嚴
を
認
め
て
各
自
の
恣
意
的
な
主
張
を
抑
制
す
る
こ
と
は
嘗
然

と
し
て
、
も
し
他
か
ら
侵
害
が
加
え
ら
れ
た
な
ら
ぱ
、
國
家
に
封
し
て
そ
の
救
濟
が
常
に
求
め
ら
れ
う
る
も
の
で
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
．
か
く
て

人
間
の
尊
嚴
の
宣
言
は
、
國
家
腺
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
自
が
各
自
の
尊
嚴
を
尊
重
し
保
障
し
合
う
ぺ
き
李
和
的
な
秩
序
あ
る
共
同
生
活
を
實
現

し
維
持
す
る
こ
と
が
、
法
秩
序
の
目
的
で
あ
る
こ
と
を
示
す
の
で
あ
る
。
ま
た
人
間
の
生
存
の
保
障
に
お
い
て
は
、
各
自
が
そ
の
生
活
を
維
持
す

べ
き
責
任
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
枇
會
蓮
帯
の
相
互
扶
助
の
關
係
に
お
い
て
、
さ
ら
に
國
家
の
積
極
的
な
國
民
に
封
す
る
給
付
に
よ
つ
て
、
人
間

の
尊
嚴
の
主
髄
性
を
維
持
す
る
こ
と
の
で
き
る
最
少
限
度
の
條
件
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
。
入
間
の
尊
嚴
の
保
障
は
決
し
て
プ
ロ
グ

ラ
ム
的
な
も
の
で
は
な
く
、
奪
嚴
の
實
質
的
な
保
障
に
關
す
る
包
括
的
な
債
値
請
求
櫨
を
直
接
に
根
擦
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ぱ
な

ら
な
い
。

　
人
聞
の
尊
嚴
が
、
全
盟
主
義
お
よ
び
個
人
主
義
の
爾
極
端
を
排
し
て
人
格
主
義
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
共
同
肚
會
の
生
活
の
す
ぺ
て
の

領
域
に
お
い
て
人
間
こ
そ
冠
會
耕
序
の
形
成
の
主
醒
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
窮
極
の
責
任
者
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
國
家
に
封
し
て
の
人
間
の

尊
嚴
に
關
す
る
尊
重
な
い
し
は
保
護
の
講
求
構
を
確
立
す
る
こ
と
は
、
同
時
に
人
間
の
尊
嚴
を
尊
重
す
る
こ
と
に
封
す
る
自
分
自
身
の
義
務
を
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

め
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
も
し
各
人
が
こ
の
尊
重
の
義
務
を
果
さ
な
か
つ
た
な
ら
ば
、
緒
局
國
家
に
よ
る
人
間
の
奪
嚴
に
封
す
る
保
障
義
務

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

は
、
こ
れ
を
履
行
す
る
こ
と
が
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
し
て
各
人
は
各
人
の
尊
嚴
を
相
互
に
奪
重
す
べ
き
責
任
を
お
う
て
い
る

　
　
　
　
ポ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
奪
嚴
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
九
　
　
　
（
一
允
一
匠
）



　
　
　
ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
問
の
尊
巌
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
　
　
　
（
一
九
一
六
）

の
で
あ
る
か
ら
、
人
間
は
尊
嚴
の
主
饅
で
あ
る
と
同
時
に
、
こ
れ
に
封
す
る
尊
重
の
義
務
の
主
饒
で
も
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
義
務
を
遵
守
し
各
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
行
動
を
規
制
す
る
こ
と
は
奪
嚴
に
關
す
る
便
値
請
求
権
の
面
に
お
い
て
も
、
決
し
て
不
利
盆
な
結
果
と
な
る
も
の
で
は
な
い
。
人
間
の
尊
嚴
と

不
可
分
の
關
係
に
あ
る
勉
會
的
法
治
國
家
の
盟
制
は
、
國
家
椹
力
が
奪
嚴
を
害
し
な
い
よ
う
に
、
そ
し
て
現
存
の
秩
序
を
害
し
な
い
よ
う
に
、
こ

れ
を
制
約
す
る
の
み
で
は
な
く
、
人
間
の
尊
嚴
を
實
現
し
う
る
杜
會
秩
序
の
形
成
の
た
め
に
、
國
家
に
封
し
て
積
極
的
な
構
能
と
責
任
を
付
與
し

て
い
る
が
、
か
か
る
國
家
の
責
任
は
、
國
法
秩
序
の
中
心
と
な
る
べ
き
奪
嚴
の
主
饅
と
し
て
の
人
間
そ
れ
自
饅
の
責
任
と
な
つ
て
還
元
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
人
間
の
奪
嚴
の
尊
重
保
障
は
、
公
共
の
輻
証
の
維
持
増
進
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
本
來
爾
者
の
要
求
は
、
衝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

突
す
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
人
構
思
想
の
襲
展
過
程
に
お
い
て
、
個
人
主
義
的
な
個
人
封
國
家
の
槽
力
的
な
封
立
観
が
支
配
的
で
あ
つ

て
、
確
か
に
こ
れ
が
人
間
の
尊
嚴
の
思
想
を
推
進
さ
せ
た
原
動
力
で
あ
つ
た
が
、
現
代
的
な
意
義
に
お
い
て
、
國
家
と
個
人
の
關
係
は
、
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

う
な
封
立
關
係
と
み
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
國
家
は
人
間
の
た
め
に
あ
る
も
の
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
個
人
封
國
家
の
謝
立

を
前
提
と
し
て
ど
の
票
ら
の
み
國
霧
力
の
制
約
と
麗
の
権
利
の
表
差
董
る
こ
と
は
善
時
代
鼠
齪
写
ぎ
な
い
と
お
な
け
’

り

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
ボ
ン
墓
本
法
は
、
入
間
が
創
造
の
秩
序
の
う
ち
に
あ
つ
て
自
分
自
身
の
猫
自
の
慣
値
を
有
し
、
自
由
と
耶
等
は
國
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

的
統
一
の
た
め
の
永
績
的
な
根
源
の
慣
値
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
一
つ
の
償
値
拘
束
的
な
基
本
秩
序
で
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。
人
間
は
こ
の
秩
序
の
中
心
で
あ
り
、
こ
の
人
間
の
尊
嚴
の
た
め
に
、
各
人
に
は
人
格
の
で
き
る
だ
け
廣
い
襲
展
の
領
域
が
保
障
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
要
し
、
國
家
が
ど
ん
な
に
國
民
の
爾
祉
の
た
め
に
釜
力
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

て
、
主
饅
た
る
各
個
人
が
で
き
る
だ
け
廣
い
範
園
に
お
い
て
、
全
饅
に
封
す
る
責
任
あ
る
到
断
を
も
つ
て
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
國
民
は
、
國
家
の
活
動
に
よ
る
成
果
を
受
動
的
に
う
け
る
だ
け
の
立
場
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
各
自
が
創
造
の

主
髄
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
現
代
的
な
人
問
の
尊
嚴
観
に
も
と
づ
く
、
人
間
性
の
奪
重
保
障
の
要
求
は
、
國
家
と
封
立
す
る
こ
と
で
は
な



く
て
、

（
1
）

（
2
）

（
3
）

　
ち
ろ
ん
、

（
4
）

（
5
）

（
6
）

　
は
な
ら
な
い
。

　
封
立
は
、

（
7
）

（
8
）

　
o
昌
b
替
四
島
露
の
酔
器
酔
紹
一
一
〇
畠
．

（
9
）

（
m
）

い
か
に
國
家
を
、
人
間
自
身
が
人
間
自
身
の
奪
嚴
の
た
め
に
創
造
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
向
け
ら
れ
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

乞
な
囑
o
昌
o
ざ
O
菊
目
一
砕
謡
●

2
聲
冒
o
民
o
ざ
鉾
90
・
ρ
ω
一
〇
騰
●

乞
な
冨
昌
o
ざ
騨
勲
ρ
ψ
O
・
な
お
、
宮
澤
・
憲
法
1
・
一
一
八
頁
滲
照
。
こ
の
揚
合
に
、
隣
人
愛
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
要
求
は
も

　
　
翠
な
る
倫
理
的
な
規
範
に
も
と
づ
く
だ
け
で
は
な
く
て
、
法
原
理
と
し
て
も
重
覗
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

冨
β
目
。
ご
雌
昌
幹
国
o
目
β
。
ω
。
鵠
榔
臨
．

蓄
百
農
－
b
鄭
匿
o
駐
り
騨
薗
●
O
●
ψ
認
・

胡
甘
母
甘
ダ
喝
o
器
魯
り
捗
卜
唱
o
一
“
OO
・
9
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
個
人
問
の
精
紳
的
、
政
治
的
、
経
濟
的
な
野
立
も
、
決
し
て
否
定
的
な
も
の
で
あ
つ
て

　
　
　
　
す
な
わ
ち
各
人
の
尊
嚴
と
い
う
鮎
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
格
に
も
と
づ
く
意
思
決
定
の
自
由
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ち
、
そ
の

　
　
常
に
論
箏
、
競
雫
で
あ
る
べ
き
で
あ
つ
て
、
相
手
を
否
定
し
抹
殺
す
る
よ
う
な
闘
雫
は
、
法
的
に
は
許
容
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

第
二
章
註
（
7
）
ヘ
レ
ン
キ
ー
ム
ゼ
ー
草
案
第
一
條
参
照
。

旨
皿
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b
国
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9
暴
遙
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一
望
日
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甘
”
民
o
β
B
．
ω
●
一
3
●
特
に
ミ
愚
国
魑
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℃
O
ざ
＜
o
罵
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目
β
磯
包
の
器
o
騨
嵩
9
0
の
一
目
μ
辛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ω
●
麻
oo
矯
‘
“
ド

国
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O
国
℃
切
画
．
鯉
ω
●
誌
●

国
＜
O
国
矯
田
島
●
釧
幹
8
鳶
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ポ
ソ
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
奪
嚴
に
つ
い
て

二
〇
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（
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一
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）


